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タケダは、研究開発型のグローバルな
バイオ医薬品企業として、私たちの 
価値観であるタケダイズム（誠実：公
正・正直・不屈）に基づき、世界中の
人々の健康と、輝かしい未来に貢献
することを目指しています。従業員 
一人一人が、真に革新的な医薬品を
お届けすることにより社会に大きな 
価値をもたらしたいという志を胸に、
日々の業務に従事しています。

タケダについて

代表取締役社長CEOからのメッセージ

チーフ グローバル コーポレート アフェアーズ＆サステナビリティ オフィサーからの
メッセージ

数字で見るタケダ

長期的な価値創造を支える礎

企業理念

長期的な価値の創造を目指して

Corporate Philosophy Metrics ～企業理念に基づく私たちの指標～

PATIENT すべての患者さんのために

PEOPLE ともに働く仲間のために

PLANET いのちを育む地球のために

DATA&DIGITAL データとデジタルの力でイノベーションを起こす

価値創造

血漿分画製剤事業において長期的な価値を生み出し続ける

患者さん中心の研究開発

気候変動に立ち向かい、人々の健康を守る

炎症性腸疾患の患者さんの負担を和らげるために

地域と世界の医療ニーズに貢献すること70年

財務情報

2023年度財務実績

付録

免責事項

財務補足資料 
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Introduction



代表取締役社長CEOからの 
メッセージ

イビオ®）（一般名：ベドリズマブ）について、
上市からそれぞれ1年と10年の歩みを振り返
ります。さらに、現在、6つの新規候補物質が
臨床第3相試験に進むまでに至ったタケダの
研究開発の進展についても紹介します。

ウィーンおよびロサンゼルスの製造施設にお
ける取り組み事例では、私たちが地球環境へ
の影響をいかに最小限に抑えながら、製造施
設網の強化を図っているかを説明します。

それぞれの取り組みにおいて、私たちがいか
にデータ・デジタル&テクノロジーを活用し
て業務の効率化を加速的に進めているか、そ
して、デジタルに精通した社内人材を育成す
るためどのような施策を推進しているのか
についても触れています。これらは、変化の
激しい環境下にあっても、タケダが競争力を
維持するために必要不可欠なことであり、従
業員の誰もが自分自身の能力を最大限に発
揮し活躍できる、多様で包括的な職場環境
をつくり続けていくために必要な取り組みで
もあります。

サイエンスに基づき、最も信頼されるデジタ
ルバイオ医薬品企業になること、そして世界
中の人々の健康と輝かしい未来に貢献する
という私たちの存在意義（パーパス）を果た
すことを目指して、この1年間私たちが着実
に前進を遂げてきたことを誇りに思います。
この勢いをステークホルダーの皆様と一緒
に、2024年度も、それ以降も、よりいっそう
力強いものにしていきたいと願っています。

クリストフ・ウェバー
武田薬品工業株式会社代表取締役社長CEO

ステークホルダーの皆様へ
タケダならではの特徴は、私たちの価値観
であるタケダイズム（誠実：公正・正直・不
屈）に基づいて事業経営を行っていること
です。私たちはこの価値観を道しるべとし
ながら、「1.患者さんに寄り添い（Patient）
2.人々と信頼関係を築き（Trust） 3.社会的
評価を向上させ（Reputation）4.事業を発
展させる（Business）」を日々の行動指針と
しています。タケダが常に社会から求められ
る企業であり続けるため、そして持続可能な
事業を通じて革新的な医薬品を創出し続け
るため、タケダイズムに照らし合わせてすべ
ての意思決定を行っています。 

当社では人工知能（AI）を含むデータ・デジ
タル＆テクノロジーの力を駆使して、「すべて
の患者さんのために」、「ともに働く仲間の
ために」、「いのちを育む地球のために」と
いう3つの約束を推進することで、サステナ
ビリティの実現を目指しています。2024年
統合報告書では、これら3つの約束に対する
私たちの進捗をお伝えします。

本報告書では、タケダがさまざまなパート
ナーと協働しながら重要な社会課題に向き
合っている事例を紹介しています。世界中の
すべての人々が医療を迅速かつ公平に受けら
れることを目指す取り組み、気候変動による
影響を受ける人々や地域に貢献するための取
り組みなど、その内容は多岐にわたります。

2023年度は、米国での3つの新製品の承認
と上市を含む重要なマイルストーンを達成
しました。それらの医薬品を患者さんにお
届けすることを可能にした、従業員の取り
組みをご覧いただければと思います。また、 

QDENGA®▼（4価弱毒生デング熱ワクチン）
およびエンティビオ™（国内製品名：エンタ

クリストフ・  
ウェバー

武田薬品工業株式会社 

代表取締役社長CEO 
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チーフ グローバル コーポレート 
アフェアーズ＆サステナビリティ  
オフィサーからのメッセージ

大薮 貴子
チーフ グローバル コーポレート 

アフェアーズ＆サステナビリティ 

オフィサー

私たちは、どのように事業を運営して
いくべきなのか。タケダのサステナビリ
ティは、その姿勢を反映しています。つ
まり、すべての患者さんのために、とも
に働く仲間のために、いのちを育む地球
のために、企業理念に沿って行動するこ
と、またステークホルダーの皆さまへの
約束を果たすこと、そしてより良い社会
の実現に向けて貢献することです。

世界中の従業員は皆、この企業理念を分か
ち合い、日々の行動で実践し、その結果と
して、持続可能な方法で事業の成果を生み
出し続けることに邁進しています。

2023年も、世界各地のさまざまなチーム
が努力を重ねてきました。そして私自身
も、世界各地に足を運び、その努力を実
際に目にしました。タケダのチームは、
データ・デジタル＆テクノロジーの力と
自らの創造性を最大限に発揮しながら、
長期的な価値を生み出しています。

革新的な医薬品を、それを必要とする患
者さんに途切れることなくお届けするた
めには、まず何よりも、限りある資源の
責任ある管理が不可欠です。

私は9月に、米国にて血漿分画製剤事業を
担うプラズマ デライブド セラピーズ ビ
ジネス ユニット（PDT BU）の従業員と
の対話集会に出席し、彼らの情熱を肌で
感じることができました。対話の中で、
限りある血漿の収集に伴う課題をどのよ
うに克服しているのかについて、仲間た
ちの話を聞き、学びを得ました。その1つ
は、革新的なテクノロジーを活用して、
薬剤の必要容量を減らす努力です。その
結果、より多くの患者さんに医薬品をお
届けすることや、患者さんの治療負担を
軽減することができるだけではなく、削
減されたコストをさらなるイノベーショ
ンに投資することが可能になります。私
たちの患者さんへの貢献はこれだけに留
まりません。

先日は、米国1とEU²でHYQVIA®（皮下注
用人免疫グロブリン10％/遺伝子組換えヒ
トヒアルロニダーゼ）が、さらに米国³で
はGAMMAGARD LIQUID®（静注用人免
疫グロブリン製剤10％）も承認されまし
た。これらも、患者さんを中心とした取
り組みから生まれたイノベーションが実
を結んだ実例であると言えます。この成
功の源には、患者さんにより良い医薬品
をお届けしようとする研究開発チームの
たゆまぬ努力があります。

私たちを取り巻く環境を見渡すと、2023
年度は、人々の健康と地球の健康の密接
な関連性について議論が加速し、このこ
とへの国内外の認識にも明らかな変化が
見られました。2023年度のCOP28（国
連気候変動枠組条約第28回締約国会議）
ではこのテーマが大きく扱われ、初めて
開催された「Health Day」ではさまざま
な議論が交わされました。これにより、 
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｢世界中の従業員は皆、この企業理念を分か
ち合い、日々の行動で実践しています。そ
してその結果として、持続可能な方法で事
業の成果を生み出し続けることに邁進して
います」

世界が直面する気候変動に起因する健康
関連の課題にますます多くの注目が集ま
り、実質的かつ有効な対応策による状況
の改善が早急に求められているという認
識が広がりました。

環境問題と直接的に関連のある医薬品の
安定的な供給は、この課題に取り組むべ
く当社が進める具体的な活動の1つです。
デング熱ワクチンのQDENGAを例に挙げ
ましょう。蚊が媒介するデング熱は、世
界で最もまん延している感染症4で、その
症例数は、気候変動に伴って増加を続け
ています。デング熱がまん延しやすい地
域の人々に可能な限り迅速かつ安定的に
ワクチンをお届けできるようにするため
には、必要な投資を行うとともに、現地
のパートナーと協力していかなければな
りません。

私たちは患者さんを第一に考え、高品質
で安全な医薬品を安定的に供給できるよ
う、革新的なプロセスを模索し続けてい
ます。オーストリアのウィーンやスイス
のヌーシャテルなどの製造拠点では、業
務の自動化やロボット技術の活用を通じ
て絶えず積極的に製造工程の改善に取り
組んでいます。

これらの事例が示すように、持続可能な
ビジネスの在り方（サステナビリティ）
を推し進めているのは、中核事業の推進
に情熱を捧げる、他ならぬ従業員です。
このことからも、当社は従業員の多様な
ニーズに応えることが重要と考え、彼ら
の取り組みを後押ししています。ウィー
ンおよびロサンゼルスの製造施設を訪問
した際も、ジェンダー平等、LGBTQ+
（性的少数者）の支援、障がいを持つ
人々にとって働きやすい環境づくりに取
り組む従業員ネットワークを通じて、多
様性、公平性、包括性の促進に関する話

トには、日本のバリューチェーンのさま
ざまな部門から意欲的な従業員が業務の
一部としてサステナビリティを推進する
ために自主的に参加しました。そこで彼
らは、自らの熱い思いやリーダーシップ
を示し、協力しあって社内のプロセスや
意識を変えることで、患者さんのために
長期的価値を創造していけるよう、そし
てともに働くすべての仲間にとって理想
的な職場環境をつくれるよう尽力してい
ます。

私たちのサステナビリティへの歩みは、
いわばタケダがどのような企業であるか
を突き詰めていった先にあるものです。
2023年初め、北京にあるタケダの中国
拠点を訪問したときにも、そのことを再
認識しました。サステナビリティについ
て議論した後、ある患者支援団体のリー
ダーが、私たちのアプローチを知ったこ
とで、タケダがなぜ患者さんを中心とし
て事業を行っているのかをより深く理解
できたと私に話してくれました。こうし
たサステナビリティへの取り組みは「付
加的」なものではなく、むしろこのタ
ケダという240年以上続く企業とその企
業文化の基盤となっていると言えるで
しょう。

世界は複雑な問題であふれていますが、
それでも私たちは情熱と革新性、そして
強い責任感をもって、事業を前進させる
と同時に、世界中で前向きな変化を起こ
し続けていくことで、社会に還元してい
きます。

を聞くことができました。タケダは、こ
うした取り組みを積極的に推進すること
で、多様な人財が「こんな会社に入社し
たい」「ここでずっと働き続けたい」と
思うような理想的な職場環境を提供する
ことを目指しています。多様な人財はイ
ノベーションを促し、患者さん、ともに
働く仲間、そして社会にとって、より良
い解決策を生み出す源泉だと、私たちは
考えています。

日本では先日、「MIRAIクリエイター」
プロジェクトを立ち上げました。これ
も、私たちが長期的な価値創造に真剣に
取り組んでいる証です。このプロジェク 

1 慢性炎症性脱髄性多発根神経炎の成人患者さんを対象とする維持療法として 

2 慢性炎症性脱髄性多発根神経炎の全年齢の患者さんを対象とする維持療法として 

3 慢性炎症性脱髄性多発根神経炎の成人患者さんにおける神経筋障害および機能障害改善のための静注用人免疫グロブリン製剤療法として 

4 World Health Organization fact sheet. Vector-borne diseases. 
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https://www.who.int/news-room/fact-sheets/detail/vector-borne-diseases


グローバル本社

東京
日本

米国
日本
欧州およびカナダ
成長新興国

数字で見るタケダ

創業  

1781
大阪

国と地域

約80
製造施設  

25+
オンコロジー 

（がん）
ニューロサイエンス 
（神経精神疾患）

ワクチン

重点領域

消化器系・ 
炎症性疾患

希少疾患 血漿分画製剤

2023年度の売上収益1従業員数1 研究開発とパートナーシップ

グローバルハブ

ケンブリッジ
マサチューセッツ州、米国 

7,296
億円の 

研究開発費1 

180+
イノベーションを 

創出する 
パートナーシップ

約25
臨床試験段階にある 

新規医薬品候補 

1 別途記載がない限り、数値はすべて2024年6月時点の数値です。2023年度の売上収益、研究開発費、
および従業員数は、2024年3月31日時点の数値です。 

4兆2,638億円 51% 

11% 

23% 

15%

約 

5
万人 

44% 

12% 

29% 

15%
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長期的な価値創造を 
支える礎

世代を超えて受け継がれる理念
タケダの歴史は、創業者が「三方良し」
の考え方に基づき、1781年に日本で和漢
薬の商売を始めたときにまで遡ります。
「三方良し」とは近江商人が用いた経営
哲学で、「売り手良し」「買い手良し」
「世間良し」を意味しています。これ
は、その後240年以上にわたってタケダ
の経営陣に脈々と受け継がれ､事業を行う
上で誠実に守られてきました。

すべての患者さんのために、 
ともに働く仲間のために、いのち
を育む地球のために：存在意義を
果たすための私たちの約束
企業理念には、私たちの存在意義（パー
パス）、目指す未来（ビジョン）、そし
てそのビジョンをどのように果たすか
（バリュー：価値観）が明示されていま
す。そして、「すべての患者さんのため
に、ともに働く仲間のために、いのちを
育む地球のために」という「私たちの約
束」は、存在意義を果たすために注力す
べき分野を示しています。これには、私
たちとステークホルダーにとって戦略的
に重要性が高い、非財務的課題を評価す
るESG（環境・社会・ガバナンス）マテ
リアリティ・アセスメントの結果が反映
されています。

2022年度には、これらの「私たちの約
束」を進化させ、サステナビリティにお
ける注力分野をシンプルな枠組みに落と
し込んでおり、これに基づき活動するこ
とで、長期的な価値を創造しています。
その進捗については、「企業理念に基づ
く私たちの指標（Corporate Philosophy 

Metrics）」に沿って評価し、結果を毎年
公表しています。企業理念に基づく私た
ちの指標の詳細については、11ページを
ご覧ください。

価値観の実践
私たちは、誠実：公正・正直・不屈の
精神で支えられたタケダイズムという
価値観によって導かれています。そし
てこれは、「1．患者さんに寄り添い
（Patient）、2．人々と信頼関係を築き
（Trust）、3．社会的評価を向上させ
（Reputation）、4．事業を発展させる
（Business）」という行動指針をこの
順番で実践することによって体現されま
す。世界中の従業員は、常に最大限に倫
理的な行動をとる責任を担っています。
なぜなら、私たちの行動はすべて、人々
が生活する上で最も大切にしている健康
に寄与するためです。私たちの価値観に
形作られる企業文化を醸成していくため
のプログラムについては、こちらをご覧
ください。

詳細情報
タケダ・グローバル行動規準
贈収賄禁止グローバルポリシー
税務情報の開示（英語のみ）
人権に対するタケダのコミットメント

ポジションペーパー：
公共政策への関与
人工知能（AI）の利用
バイオテクノロジー
偽造医療製品
税務コンプライアンス 
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https://www.takeda.com/jp/about/corporate-responsibility/corporate-sustainability/sustainability-approach/purpose-led-sustainability-governance/materiality/
https://www.takeda.com/jp/about/corporate-responsibility/corporate-sustainability/sustainability-approach/purpose-led-sustainability-governance/materiality/
https://www.takeda.com/jp/about/corporate-responsibility/corporate-sustainability/sustainability-approach/purpose-led-sustainability-governance/materiality/
https://assets-dam.takeda.com/image/upload/v1691065732/Global/Corporate-Responsibility/Corporate-Sustainability/Sustainability-Approach/AIR/Takeda_2023_Annual_Integrated_Report_JP.pdf#page=12
https://assets-dam.takeda.com/raw/upload/v1662720963/legacy-dotcom/siteassets/jp/home/who-we-are/company-information/history/2000-/global_code_of_conduct_jp.pdf
https://assets-dam.takeda.com/image/upload/v1677658106/Global/Ethics/Takeda_Anti-Corruption_Global_Policy_JP.pdf
https://assets-dam.takeda.com/image/upload/Global/Corporate-Responsibility/Corporate-Sustainability/Sustainability-Disclosures/tttc-en.pdf
https://assets-dam.takeda.com/image/upload/v1690394205/Global/Ethics/Takeda_Human_Rights_Commitment_Japanese.pdf
https://assets-dam.takeda.com/image/upload/v1695882046/Global/Corporate-Responsibility/Positions/takeda-position-on-public-policy-engagement_jp.pdf
https://assets-dam.takeda.com/image/upload/legacy-dotcom/siteassets/jp/home/who-we-are/company-information/positions/Position_AI_New_JP.pdf
https://assets-dam.takeda.com/raw/upload/v1674754285/legacy-dotcom/siteassets/jp/home/who-we-are/company-information/positions/jp-biotech-final-11nov2021.pdf
https://assets-dam.takeda.com/image/upload/v1684892732/legacy-dotcom/siteassets/jp/home/who-we-are/company-information/positions/Takeda_Position_on_Counterfeit_JP.pdf
https://assets-dam.takeda.com/image/upload/v1711692739/legacy-dotcom/siteassets/jp/home/who-we-are/company-information/positions/position_taxation_update_jp.pdf


人権の尊重

国際的に認められた人権の尊重は、企業理念を推進する上で重要
な要素となります。人権の尊重は事業のあらゆる側面で考慮さ
れ、その範囲は、サプライチェーン全体、そして事業を行う地域
社会との関わりにまで及びます。人権に関する包括的評価を行
い、私たちに最も関連の深い11の人権侵害要因を特定しました。
人権に関する取り組みの詳細については、当社ウェブサイトをご
覧ください。

価値観に基づく 
コーポレート・ガバナンス
タケダでは、組織のどのレベルでも価値
観に基づいた意思決定を行っていけるよ
う、事業を展開するすべての国と地域で
適切なガバナンス体制を構築していま
す。この体制は経営陣、つまり取締役
会およびタケダ・エグゼクティブチー
ム（TET）が中心となります。詳しくは
コーポレート・ガバナンス体制をご覧く
ださい。

取締役会は、2024年6月現在、14名の取
締役で構成され、グローバル規模でタケ
ダの経営を監督しています。その独立性
および客観性を担保するため、取締役会
議長を含む11名が独立社外取締役となっ
ています。取締役会の任意の諮問機関と
して、指名委員会および報酬委員会を設
置しており、両委員会ともに独立社外取
締役のみで構成しています。

取締役会では、取締役候補者を検討する
際、性別、年齢、経歴、人種、民族、文
化的背景などの多様性を考慮していま
す。2024年6月時点で、取締役会の20％
以上を女性が占めています。さらに、現
在の取締役は、グローバル経営＆戦略、
サイエンス＆医薬、法律・規制・政策、
コーポレート・ガバナンス＆サステナビ
リティ、財務＆会計、ヘルスケア、デー
タ＆デジタル、マネジメント・リーダー
シップ・人材育成などの分野で幅広いス
キルを有しています。詳しくは、取締役会
のスキル・マトリックスをご覧ください。

タケダの取締役報酬制度は私たちのビ
ジョンの実現のために優秀な経営陣の確
保に資するものであり、中長期的な業績
の向上と企業価値の最大化に向けた貢献
意識を高め、株主と利益意識を共有する
ことができるように設計されています。
詳しくは、取締役報酬ポリシーをご覧く
ださい。

タケダのエグゼクティブ報酬制度は、常
に患者さんを中心に考える研究開発型バ
イオ医薬品企業としての立場を反映して
います。また、各地域の事情も考慮しつ
つ、グローバルな競争力と業績を重視し
たものとなるように設計されています。
報酬と業績を密接に結びつけ、過度なリ
スクをとることを抑制しながら、長期的
な株主価値を増大させることを目的とし
ています。詳しくは、エグゼクティブ報
酬の概要をご覧ください。

詳細情報
ガバナンス戦略
トップマネジメント
取締役会および委員会の規程

TETは国籍（9カ国）、年齢（40代～60代）、
性別（女性9人、男性8人）など多様性に 

あふれた17人のメンバーで構成されています。 

女性比率は53％以上です。 
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https://www.takeda.com/jp/about/corporate-responsibility/ethics-disclosures/ethics/
https://assets-dam.takeda.com/image/upload/Global/CorporateGovernance/CG_structure_JP.pdf
https://assets-dam.takeda.com/image/upload/Global/Investor/events/shareholders-meetings/2024/Skills%20Matrix/web-skills-matrix-after-148th-gsm-jp.pdf
https://assets-dam.takeda.com/image/upload/Global/Investor/events/shareholders-meetings/2024/Skills%20Matrix/web-skills-matrix-after-148th-gsm-jp.pdf
https://assets-dam.takeda.com/image/upload/v1716797426/Global/Corporate%20Governance/governance-structure/2024/directors-compensation-policy-jp.pdf
https://assets-dam.takeda.com/image/upload/v1716782707/Global/Investor/events/shareholders-meetings/2024/sm_148_04_jp.pdf
https://assets-dam.takeda.com/image/upload/v1716782707/Global/Investor/events/shareholders-meetings/2024/sm_148_04_jp.pdf
https://www.takeda.com/jp/about/corporate-governance/strategy/
https://www.takeda.com/jp/about/leadership/
https://www.takeda.com/jp/about/corporate-governance/charters-and-reports/


企業理念 
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世界中の人々の健康と、輝かしい未来に貢献する

タケダイズムとは、まず誠実であること。それは公正・正直・不屈の精神で支えられた、私たちが大切にしている価値観です。私たちはこれを道しるべとしながら、
「1. 患者さんに寄り添い（Patient）2. 人々と信頼関係を築き（Trust）3. 社会的評価を向上させ（Reputation） 4. 事業を発展させる（Business）」を日々の行動指針とします。

すべての患者さんのために、ともに働く仲間のために、いのちを育む地球のために。私たちはこの約束を胸に、革新的な医薬品を創出し続けます。

私たちの価値観︓
タケダイズム

私たちが目指す
未来

私たちの存在意義

デ
ー
タ
と
デ
ジ
タ
ル
の
力
で
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
ま
す

 

PATIENT
すべての患者さん

のために 

PEOPLE 
ともに働く

仲間のために 

PLANET 
いのちを育む
地球のために

長期的な価値創造と
タケダの持続的な成長を実現します

医薬品候補
マイルストーンの

達成

臨床試験結果の
公開

医薬品の持続的な
安定供給

成長製品・新製品の
アクセス向上

低中所得国における
医薬品アクセス
プログラムの強化

健全な製造工程の
維持

スコープ1および2の
GHG排出量の削減

環境に配慮した
包装の実現

グローバル成長製品・新製品のCore売上収益増加額

スコープ3のGHG
排出量削減に向けた
取引先との協働

淡水資源の保全

埋め立て廃棄物
の削減

従業員
エンゲージメントの

向上

テクノロジーに
精通した人材の
スキルアップ

従業員の
心身の健康の向上 

DE&Iの推進

人々の暮らしを豊かにする革新的な治療薬とワクチンを創出します

患者さんや社会にとって有意義な価値を提供します

私たちの医薬品を、迅速かつ公平に世界中の人々にお届けします

生涯学習を支援し、より良き人材を育成します

多様性、公平性、包括性（DE&I）を推進します

従業員が心身ともに健康な職場環境を創ります

温室効果ガス排出量「ネットゼロ」を達成します

自然環境の保全に寄与します

環境に配慮した製品を設計します

その進捗を「企業理念に基づく私たちの指標
（Corporate Philosophy Metrics）」で測定します 

「私たちの約束」を通して企業理念を体現します

長期的な価値の創造を目指して
私たちはタケダの企業理念に沿って、長期的な価値を創造しようとしています。それ
はつまり、「すべての患者さんのために、ともに働く仲間のために、いのちを育む地球
のために」という「私たちの約束」に取り組むことで、存在意義を果たし続けることで
す。そして、その進捗を測定する際には、「企業理念に基づく私たちの指標（Corporate 

Philosophy Metrics）」を用いています。 
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1 2023年度の数値は、KPMGあずさサステナビリティ株式会社による第三者保証を受けています。第三者保証報告書は2024年 ESGデータブックで公開しています。2 2023年度の初日時点で上市から5年を経過していない成長製品・新製品を対象としています。 3 この指標の測定方法は、従業員体験アンケートの結果をより幅広
く反映させるために、「従業員体験アンケートの質問に対する好意的な回答の割合」から現在のものに変更されました。2022年度の数値は新しい測定方法に基づいて再計算しています。4 この指標の報告対象期間は2022年度です。2023年度のデータ収集プロセスは、2024年の秋に最終決定され、指標はその翌年の報告書に掲載
される予定です。5 成長製品・新製品についての詳細は51ページをご覧ください。6 ノンバイナリーとは、自身の性自認と性表現を「男性・女性」という2つの枠組みに当てはめようとしない人のことです。
* 最新の有価証券報告書の中でも、「サステナビリティに関する考え方及び取組」の一部として企業理念に基づく私たちの指標（corporate philosophy metrics）を紹介しています。

Corporate Philosophy Metrics ～企業理念に基づく私たちの指標1*～

私たちの考え方 指標 2022年度 2023年度 

PATIENT
すべての患者さんのために

タケダでは、患者さんをすべての行動の中心に置いています。革新的かつ安全
な治療薬やワクチンを創出して手の届きやすい価格でお届けし、あらゆる患者
さん、地域社会、国に貢献することが、長期的な成功につながると信じていま
す。私たちは、製品を迅速に市場に投入することで、競争優位性を生み出して
います。医療従事者、顧客、規制当局、患者さんを含むステークホルダーから
の信頼を築いて維持することも、持続可能な事業を運営していく上では不可欠
です。そのために、償還プログラムや患者支援プログラムを通じて、タケダの
製品を誰もが手の届きやすい価格で利用できるようにすることに注力していま
す。さらに、臨床試験結果や査察結果の開示によって透明性を確保すること、
そして医薬品を持続的に安定供給することも極めて重要です。

医薬品候補マイルストーンの達成
薬事承認件数およびピボタル臨床試験開始件数 

18 29 

臨床試験結果の公開
公開されている登録サイトに結果概要が適切なタイミングで公開された 
臨床試験の割合 

100% 100% 

医薬品の持続的な安定供給
指定納期に基づき発注数量通りに出荷した注文書の割合 

99.3% 99.1% 

健全な製造工程の維持
重要な指摘事項のなかった規制当局による査察の割合 

100% 100% 

成長製品・新製品のアクセス向上2
償還を通じて患者さんが製品にアクセスできる主要市場の数 

ALUNBRIG 9 
TAKHZYRO 9 
ALOFISEL 4 
EXKIVITY 2 
LIVTENCITY 2 

TAKHZYRO 9 
ALOFISEL 4 
LIVTENCITY 6 

低・中所得国および医療システムが発展途上にある国における医薬品
アクセスプログラムの強化
資力ベースの患者支援プログラムに新規に登録した患者さんの数 

1,366 1,682 

PEOPLE
ともに働く仲間のために

「世界中の人々の健康と、輝かしい未来に貢献する」という私たちの存在意義
（パーパス）を果たすためには、優れたスキルを持ち、意欲にあふれた従業員
が欠かせません。従業員一人一人のありのままの姿を尊重し、その心身の健康
（ウェルビーイング）に投資する職場環境をつくることは、優秀な人材の確保
と定着に役立ちます。タケダでは、従業員のデータ・デジタル＆テクノロジー
に関するスキルを高めることで、イノベーションを加速させ、患者さんと社
会にさらに貢献しようとしています。また、多様な背景、文化、アイデンティ
ティ、経験を持つ人々を集めることで、意思決定に幅広いステークホルダーの
声を取り入れようとしています。これは、よりいっそう患者さんのニーズを満
たす医薬品を開発することにもつながるのです。

従業員エンゲージメントの向上
従業員体験アンケートにおける、エンゲージメントに関する質問への回答の平均ス
コア（尺度：1～100）³ 

79 77 

従業員の心身の健康（ウェルビーイング）の向上
従業員体験アンケートにおける、ウェルビーイングに関する質問への回答の平均ス
コア（尺度：1～100）³ 

68 67 

DE&Iの推進（ジェンダー構成）
タケダ全体のジェンダーの内訳 

48.0%（男性） 

51.8%（女性） 

0.2%（その他/ノンバイナリー6） 

48%（男性） 

52%（女性） 

0.1%（その他/ノンバイナリー6）
先進的なテクノロジーに精通した人材のスキルアップ
2020年度Q1以降に先進的なデータとデジタルに関するトレーニングに1回以上 
参加した従業員の割合 

37% 49% 

PLANET
いのちを育む地球のために グローバルなバイオ医薬品企業として、タケダは人々の健康と地球の健康が密

接に結びついていることを理解しています。気候変動や生物多様性の減少と
いった世界規模の問題が、公衆衛生のみならず、事業活動への脅威ともなって
います。私たちは気候変動と自然環境の保全に関する大きな目標のもと、私た
ちの価値観に沿って、常に患者さんを第一としつつ、当社の事業とバリュー
チェーンのあらゆる側面において環境の持続可能性を考慮しています。

スコープ1および2の温室効果ガス排出量の削減
スコープ1および2の温室効果ガス排出量の削減率（2016年比） 

34% 53% 

スコープ３の温室効果ガス排出量削減に向けた取引先との協働
科学的根拠に基づく目標イニシアチブに整合した目標を設定している取引先によ
るスコープ3の温室効果ガス排出量の割合 

45% 56% 

埋め立て廃棄物の削減
埋め立て以外で処理された廃棄物 

78% 78% 

淡水資源の保全
淡水取水量の削減率（2019年比） 

7.9% 4.9% 

森林認証素材またはリサイクル素材による環境に配慮した包装の実現4
タケダの二次および三次包装用の紙・板紙における、リサイクル素材または 
持続可能な森林認証を持つ素材の割合 

42% 53% 

ビジネス
事業を成長させることは、患者さんや地域社会に長期的な価値を提供すること
につながります。成長製品・新製品5は将来の売上収益成長を牽引する存在であ
り、この指標はパイプラインからの製品の上市を成功させる私たちの能力を示
しています。 

成長製品・新製品のCore売上収益増加額
成長製品・新製品のCore売上収益増加額目標の達成率 

96.1% 79.5％ 
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https://assets-dam.takeda.com/image/upload/Global/Corporate-Responsibility/Corporate-Sustainability/Sustainability-Disclosures/2024/ESG_Metrics_en.pdf
https://assets-dam.takeda.com/image/upload/Global/Investor/ASR/Y2023/J_FY23_ASR.pdf


シュプリンガー・ネイチャー社  

との業務提携

タ ケ ダ は 、 2 0 2 3 年 の 世 界 経 済
フォーラムでGlobal Health Equity 

NetworkのZero Health Gaps Pledge
に署名し、事業戦略、事業運営、投資
活動に健康の公平性をさらに組み込む
ための10のアクションに賛同しまし
た。世界的な出版社であるシュプリン
ガー・ネイチャー社との複数年に及ぶ
業務提携は、この指針に則った具体的
な取り組み例の1つです。同社と共同
で、より包括的な健康の公平性に関
する研究を推進し、先進的な事例を
募集する「Nature Inclusive Health 

Research Awards」を主催し、2023
年にブラジルのサンパウロで授賞式を
開催しました。応募の中には110カ国
以上での調査に基づく研究もあり、各
地域で健康格差への取り組みがどのよ
うに進展しているかを読み取ることも
できました。

詳細はこちらをご覧ください。

不変の価値観に基づきグローバルに展開
する私たちは、240年以上にわたり患者
さんを最優先に考え、当社の治療薬やワ
クチンを広く公平にお届けすることに注
力しています。そのためには、誰もが公
平な医療を受けられる土壌が必要だとい
うことも認識しています。各地域で医療
を必要としている人々や医療従事者がど
のような状況に直面しているのか。私た
ちは、健康格差を解消し、医療へのアク
セスを拡大する取り組みにおいて、地域
によって異なる状況への理解が不可欠だ
と考えています。十分な医療を受けるこ
とができない理由や健康格差の原因は、
個人的な事情から医療基盤、文化的要
因、そして地域の経済状況などさまざま
です。このため、世界中で公平な医療環
境を実現するための取り組みは複雑で長
期的な挑戦になります。私たちはこのよ
うな考えから、状況の多面性に配慮し、
体系的で多様なアプローチを用いて課題
に取り組んでいます。

PATIENT すべての患者さんのために

誰もが公平に医療を 
受けられる世界を目指して

私たちは、サイエンスを極め、人々の暮らしを豊かにする
革新的な医薬品を創出することを目指し、研究開発の最初
の段階からヘルスエクイティ（健康の公平性の原則）を取
り入れています。
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https://initiatives.weforum.org/global-health-equity-network/pledge
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健康の公平性に取り組む上で必要なこと
は何でしょうか？

健康の公平性への取り組みは、道徳的に
求められているだけでなく、重要なビジ
ネス戦略でもあります。そのため私たち
は、研究開発から製造、医薬品へのアク
セス、CSRプログラム、さらにはパート
ナーシップに至るまで、事業のさまざま
な場面に健康の公平性の観点を取り入れ
ています。もちろん健康格差の原因は国
によって異なります。だからこそタケダ
では、それぞれの地域社会と共に活動す
るというアプローチをとっています。

各地域のパートナーはどのような役割を
果たすのでしょうか？

これを聞くと多くの方が驚くのですが、
私たちの健康に影響を与える要因の80％
は、実は病院とは直接関係のないところ
にあります。例えば、教育や雇用の機
会、居住環境、移動手段、栄養のある食
事などです。こうした健康の社会的決定
要因は、非常に個人的かつ複雑で、デリ
ケートな性質を持ち、多種多様です。

多くの国と同様、米国の医療環境も複雑です。
多くの地域の人々が深刻な課題に直面し、必要
な治療を受けられなかったり、望ましい治療成
果を得られなかったりしています。U.S. ビジ
ネスユニット プレジデントおよびU.S.カント
リーヘッドのジュリー・キムが、タケダ最大
の市場で健康の公平性を実現するための具体的
な取り組みについてお話しします。

私たちが地域社会と共に取り組みを進め
るときには、まずその地域の人々の声を
聴き、そこに暮らす人々がどのような体
験をしているのか、そして何を求めてい
るのかを把握するようにしています。そ
の上で、その地域に持続可能な解決策を
導入できるよう、非営利組織や学術機
関、産業界、地域の行政機関、専門団体
など、官民を問わず地域に根差したパー
トナーと協力しています。

例えば2023年現在、Remote  Area  

Medical®との提携の一環として、米国で
医療が十分に行き渡っていない地域に暮
らす3万9,000を超える人々に、200カ
所の臨時診療所を通じて、無料で質の高
い医療や歯科治療、眼科治療を提供しま
した。また、マサチューセッツ州では、
有色人種のヘルスケアリーダー団体であ
るHealth Equity Compact（HEC）と連
携した取り組みも実施しています。HEC
は、同州の有色人種や移民の多い地域が
抱える、健康格差の問題に取り組む団体
です。

私たちは、地域の医療従事者のトレーニ
ングや人材配置の支援を健康の公平性に
関する戦略の柱としています。地域の医
療従事者は、人々が医療を受けやすくな
るような環境を整えるとともに、文化的
要素を配慮し、受けられる医療サービス
の質を向上することに大きく貢献してい
ます。

ジュリー・キム
U.S. ビジネスユニット 

プレジデントおよび 

U.S.カントリーヘッド 
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私たちは、長い歴史を持つ市民権および
人権擁護の団体であるNational Urban  

LeagueとNational Minority Quality  

Forumへの支援も実施しています。具体的
には、医療が十分に行き届いていない地域
の人々が、必要な治療を受けられることを
目指して、米国全体で地域に根差した医療
従事者を育成・配置する取り組みを支援し
ています。

インクルーシブな職場環境を醸成する取り
組みと、健康の公平性を促進する取り組みと
の間には、どのような関連性がありますか？

公平性を促進するためには、まず社内に多
様な文化や背景、経験を持つ人材を集め、
帰属意識を持てる職場環境をつくる必要が
あります。幅広い視点を持つ人材が集まる
ことは、新たなアイディアを生み出した
り、患者さんをより深く理解したり、患者
さんのニーズに合う解決策を提案すること
に貢献します。

例えば、臨床試験における多様性、公平
性、包括性（DE&I）のためのアドバイザ
リーボードは、さまざまな国や部門に所属
し、多様な背景を持つ100名の従業員で構
成されています。この委員会では、臨床
試験の情報を提供するための資料や、参加
者の募集と維持に関する資料が文化的に適
切であるかを精査、助言します。この委員
会は、タケダが従来から実施している、患
者さんへの理解を深め、さらなる貢献を検
討するためのエンゲージメント活動に代わ
るものではありませんが、多様な地域や文
化背景を持つメンバーにそれぞれの意見を
述べてもらうことで、理解を深めるのに役
立っています。こちらから委員会メンバー
の声をお聴きください（英語サイトのみ）。

各地域のパートナー以外の組織は健康の 

公平性の促進にどのような役割を果たせる
のでしょうか？

健康の公平性は、1つの組織が単独で実現で
きるものではありません。私たち全員が協
力し、適切な意見を出し合っていかなくて
はならないのです。全体のまとめ役にも、
分野の専門家にも、地域の人々の直面する
課題を理解する支援者にも、すべての人に
果たすべき役割があります。

ボストンを拠点とする国際的な非営利団体
であるPartners In Health（PIH）¹との長
期にわたる提携を例に挙げましょう。タケ
ダは800万人以上の人々に検査や診断など
の医療サービスを提供する25の研究室の世
界規模のネットワークをサポートしていま
す。2023年には、PIHの米国におけるパー
トナーシップを拡大し、マサチューセッツ
州の十分な医療が行き届いていない地域に
おける健康格差への対処と医療へのアクセ
スを改善するため、地域の保健健康の担当
者の能力構築を支援しました。

健康の公平性に関する成功の形とはどのよ
うなものですか？

私たちが目指しているのは、すべての人々
が自分にとって最大限の心身の健康（ウェ
ルビーイング）  を得られる世界です。こ
れを実現するには、時間、適切なリソー
ス、そして協力体制が欠かせません。私た
ちは実現に向けて長期的な視点で臨んでい
ます。これまでの成果を誇りに思うと同時
に、これから成しえる社会への貢献をとて
も楽しみにしています。

健康の公平性に関する米国での取り組みの
詳細はこちらをご覧ください。

｢私たちは日本において、地域
格差という医療の公平性への
障壁を克服し、普遍的な健康
を推進するための取り組みを
進めています。容易なことで
はありませんが、この挑戦に
よって、誰もが健康で尊厳を
もって暮らせる社会を目指す
大きな変革のきっかけになれ
ばと願っています」
宮柱 明日香
ジャパン ファーマ ビジネス ユニット プレジデント
およびジャパン カントリー ヘッド

日本の都市部から離れた地域で暮らす患者さんへの支援

日本では10人に1人が80歳を超え、65歳以
上の人口が全人口の約30％に及びます。日
本では、都市部から離れた地域で暮らす高
齢者が医療を受けにくい場合があったり、
専門的な医療においては、適切な医療への
アクセスが困難なケースもみられます。こ
の問題に対応するため、官民が連携してさ
まざまな活動を進めています。

例えば北海道では、地方自治体が都市部の
専門医と地域の医師を結ぶ難病における遠
隔医療システムの導入を進めています。こ
の取り組みには、札幌医科大学の炎症性腸
疾患（IBD）専門医も参加しています。タ
ケダは、北海道の都市部から離れた地域に
いる医師にこの取り組みを紹介し、さらに
詳細を知ってもらうために地方自治体の担
当者を紹介するという活動を通じて、患者
さんの支援に取り組んでいます。 

1 PIHとの提携はグローバルCSRプログラムの1つとしても実施しています。詳しくはこちらをご覧ください。 
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グローバルCSRプログラムを 
通じた保健システム強化への 
取り組み
タケダのグローバルCSRプログラムで
は、支援先を従業員投票で決定していま
す。私たちは、このプログラムを通じて
さまざまな組織と協力し、低・中所得国
に住む人々が質の高い医療を受けられる
ようになることを目指して活動していま
す。医薬品の開発に留まらず、さまざま
な革新的な取り組みによって、世界中のす
べての人々のために、持続可能な保健シス
テムを実現しようとしています。

2023年に発表したSociety for Family 

Health Rwandaへの5年間の支援はその
一例です。この取り組みは、ルワンダに
ある20カ所の診療施設の機能を向上す
ることで、経済的に持続可能なモデルへ
と進化させることを目的としています。
そして、都市部から離れた地域であって
も、患者さんが保健医療にアクセスでき
るようになることを期待しています。

詳しくは、当社ウェブサイトをご覧くだ
さい。

グローバルCSRプログラム活動実績

活動中の国 

93カ国
寄付金の総額 

242億円
直接的な支援を受けた人々 

1,368万人 
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実体験を通して  

新しいスキルを獲得する

職場で新しい体験をする機会の提供も
学習支援の1つです。

2021年以降、R&D部門の1つである
ファーマシューティカルサイエンスで
は、50人以上の従業員がOJTプログラ
ムに参加しました。参加者は半年から
1年にわたり、部門のシニアメンバー
が率いるプロジェクトに加わり、遺伝
子治療に関する科学的知識や、重要な
プロジェクトの管理手法など、新たな
スキルの獲得に取り組みます。

アナリティカル・ディベロップメント
のアソシエイト ディレクターである
Anastasia Kharlamovaは、「このプ
ログラムでは、参加者は通常業務の範
囲を越えて、新たな挑戦をします。こ
れは、他の人々から学び、自分自身の
スキルや知識を高める絶好の機会にな
るはずです」と述べています。

私たちは、心身の健康（ウェルビーイン
グ）、インクルーシブな職場環境、生涯
学習を促進する企業文化を通じて、理想的
な働き方の実現を目指しています。

生涯学習を支援する
学習の道のりは人それぞれ違います。従業
員が必要とし、学びたいと考えていること
を、最適なタイミングと方法で学習できる
ように、ツールやリソース、サポートを提
供しています。例えば、教育プログラムや
メンター制度、OJT（日常業務を通じたト
レーニング）などがあります。

リーダーの育成
タケダは、シニアリーダーとその後継者が
成長に必要なスキル、能力、経験を包括的
に獲得できるよう積極的に支援していま
す。2023年には、200名のリーダーとその
後継者向けにシニアリーダー育成戦略を策
定し、評価や選定、研修、育成計画を組み
込みました。シニアリーダーとしての潜在
能力があると判断され、本人もその意欲を
持つ従業員向けに、後継者養成のための16
カ月にわたる集団育成プログラム「Takeda 

Aspire Program」を立ち上げました。

PEOPLE ともに働く仲間のために

タケダならではの 
企業文化を育む
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ウェルビーイングを重視
私たちは、従業員のウェルビーイングを
重視しており、そのあり方は人によって
異なると考えています。

例えば、感情、身体、経済、社会的関係
という4つの側面から従業員をサポート
する「Well-Being@Takeda」というプ
ログラムがあり、グローバルで取り組ん
でいます。また、従業員からのフィード
バックに基づいて、ウェルビーイングに
関する2つの長期戦略を設定しました。
ワークライフバランスの推進と、全社展
開している従業員用プログラムの利用促
進です。こうした取り組みが評価され、
Business Group on Healthが主催する
「2023 Best Employers Excellence in 

Health and Well-Being Award」を受賞
しました。この賞は世界で50社が受賞し
ています。

7年連続で  

TOP EMPLOYERに認定

2 0 2 4 年 1 月 、 7 年 連 続 で T o p  

Employers InstituteよりGlobal Top 

Employerに認定されました。2024
年にGlobal認定を受けた企業はわず
か17社で、タケダはその1社として
名を連ねています。加えて、24の国
と地域においてもTop Employerとし
て認定されています。詳細は、当社
ウェブサイトをご覧ください。

キャリア開発に 
テクノロジーの力を
上司や同僚、メンターによるサポートの
もと、従業員が自身のキャリアを主体的
に形成できるように後押ししています。
2024年1月には、従業員が社内で成長
の機会を見つけ、新たなキャリア切り開
くためのAIを活用したプラットフォー
ム「Career Navigator」を立ち上げま
した¹。

このプラットフォームでは、自分自身の
キャリア目標や関心事項を入力すると、
その内容に基づいて、社内公募制度で募
集しているポジションの推奨を受けるこ
とができます。また、キャリア目標に対
して不足しているスキルを補うための社
内の学習機会やメンターを紹介する機能
を利用できます。利用頻度が高くなるほ
ど、プラットフォームが利用者の志向を
よりよく理解し、個人に合った情報を提
供するようになります。

成長への自発的な学習を促進する
日本のコマーシャル部門の人事チーム
は、従業員の生涯学習と自律的なキャリ
ア形成の文化の促進に課題を抱えていま
した。アイディアを出し合った結果、従
業員が自らラーニングアンバサダーとな
り、自身の経験を共有することで仲間を
啓発し、自発的な学習を応援するとい
う、従業員主導型の取り組みが生まれま
した。

発案からまもなく、12人のラーニング
アンバサダーが自らの学習に関する有
益な経験や情報を社内に発信するよう
になりました。発信内容の中には、従
業員に社内の学習体験プラットフォー
ム「Bloom」の利用を勧める記事も9本
以上含まれていました。その結果、ジャ
パン ファーマ ビジネス ユニットでは
「Bloom」を利用する従業員数が半年で
300％も増加したのです。

「学びに意義を見出す文化の醸成は、ま
ず個人が学びに価値を見出すことから始
まると思います」と、ラーニングアンバ
サダーの一人は述べています。「一人一
人が学びを継続して、タケダの各部門で
それぞれの力を発揮することが、患者さ
んに必要な医薬品を届けることにつなが
り、ひいては社会全体の利益となると考
えています」 

1 「Career Navigator」は現在、ドイツ以外の全従業員に提供されています（ドイツではWorking Council（労使協議会）による承認を待っ
ているところです）。 
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多様性、公平性、包括性（DE&I）
の促進
私たちは多様性を尊重し、患者さんや従
業員を含めた誰もが自己実現を達成する
ための機会を公平に得られる環境を目指
しています。

ジェンダー平等を推進
企業のジェンダーの平等性を調査する
2023年の「Gender Equality  Global  
Report & Ranking」において、タケダの
順位は世界中の約4,000社の上場企業の
中で89位でした。

2023年度のタケダのシニアリーダーの女
性およびノンバイナリー（自身の性自認
と性表現を「男性・女性」という2つの枠
組みに当てはめようとしない人のこと）
の割合は、前年度から15％増加して46％
になりました1。この増加は2027年度末
までに、シニアリーダーにおいてジェン
ダー平等（女性およびノンバイナリーが
50％）という目標達成に向けて私たちが
着実に前進していることを示しています。

真の一体感をつくるために

ブラジルでサプライチェーンチームに所属する 

Jessica Souza Silva。彼女は2023年、社内の
年間グローバルDE&Iアワードの一部門である
「Early Career」賞を受賞しました。彼女の革新
的なアイディアにより、仲間が職場で自分らしく
いられるようになったことが評価されました。

ある従業員ネットワークの会議で、製造を担当す
る黒人女性が、作業中に付けなければならない標
準的なヘアネットは自分には小さすぎると意見を
述べました。一般的に企業が設ける身だしなみに
関するルールは、長年にわたり、黒人や複数の人
種をルーツに持つ人々にとって自然なヘアスタイ
ルを考慮しておらず、その結果、差別的な処遇に
つながっていました。タケダでは、そのような
ルールを設けていませんでしたが、社内の規定を
満たしつつ自然なヘアスタイルで働くことができ
るヘアネットがないことが問題でした。

「アフロヘアに合った特別なヘアネットを作って
いるブラジル企業があることを知っていたので、
そこに連絡をとりました。その後、私たちのチー
ムと製造ラインの仲間たちがさまざまなヘアネッ
ト候補をテストして、最終的に、社内の規定を満
たしつつ、皆が快適に着用できるヘアネットを見
つけることができました」

「黒人や複数の人種をルーツに持つ人々にとって
自然なヘアスタイルのままでいられることには、
とても大きな意味があります。それは、自分の文
化的アイデンティティを大切にし、従来の美の基
準に異議を唱えることにつながるからです。私は
このヘアネットを、親しみを込めて『ロイヤル
キャップ』と呼んでいます。髪は王冠のようなも
のだと思いますし、大切なアフロヘアにとっては
なおさらのことですから。この新しいヘアネット
の導入により、従業員はこれまで以上に職場で居
心地の良さと一体感を感じられるようになりま
した」 

1 このデータには正規雇用及び有期雇用の従業員が含まれています。 
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科学の力で気候変動による影響に対処

気候変動による疾病への影響など、環境の変化に起因す
る深刻な健康問題に対処してきた知識と経験は私たちの
強みです。タケダはこの強みを生かし、世界中の人々に
革新的な治療薬とワクチンをお届けすることで、環境の
変化に起因する健康課題に取り組んでいます。（35ペー
ジのQDENGAに関する取り組みをご覧ください）

患者さん、地域社会、そして従業員の
ウェルビーイングは、地球環境の健全性
と切り離して考えることはできません。
私たちは、健康被害をもたらすような環
境負荷を軽減する努力に留まらず、より
多くの人々に恩恵をもたらす健康的な地
球を育んでいく必要があります。

PLANET いのちを育む地球のために

あらゆる力を結集して 
地球環境と人々の 
健康を守る

｢私たちは、企業理念に基づいて、事業のあら
ゆる側面において環境への責任を果たそうと
しています。投資を行うときには必ず、どう
すればすべての患者さん、ともに働く仲間、
いのちを育む地球にとって最も良い結果を生
み出せるのかを検討します」
トーマス・ウォスニフスキー
グローバル マニュファクチャリング＆サプライ オフィサー
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ネットゼロ1を目指して
2035年までに自社の事業活動による温室
効果ガス排出量のネットゼロを達成し、
2040年までにバリューチェーン全体でも
ネットゼロを達成することを目指していま
す。2023年度、私たちは気候変動に関す
る戦略を現行の科学的コンセンサスに合わ

せてさらに進化させ、ネットゼロという大
きな目標を達成しやすい態勢をつくるこ
とができました。具体的には、カーボン
ニュートラルの実現を目指すのではなく、
事業活動の脱炭素化に向けて、リソースを
ネットゼロへの目標達成につながる施策に

再投資および再配分していきました。こう
した活動には、エネルギー使用量の削減、
可能な状況における再生可能エネルギーへ
の転換、バリューチェーンにおいて削減の
困難な排出（使い捨てのプラスチックや規
制対象の医療廃棄物の処分など）に取り組

むための協力体制の構築などがあります。
そして今後も、科学的根拠に基づく目標イ
ニシアチブ（SBTi）のガイドラインに従
い、人々の健康にプラスとなるソリュー
ションを優先して、環境に優しい炭素除去
プロジェクトへの投資を続けていきます。

スコープ1と2の排出量
主な注力エリア：事業 

• 製造拠点 

• 研究開発拠点 

• バイオライフ社の血漿収集センター 

• 販売チームの社用車

48の拠点別のネットゼロへのロードマップを作成： 
製造拠点、バイオライフ社、事業所

業界初の蒸気発生ヒートポンプ（AHEADプロジェクト） 
の導入

GHGを排出しないように設計された世界初のバイオ 
ライフ社の血漿収集センターを開設（オーストリア・ 
リンツ）

米国とインドでバーチャル電力購入契約を締結

世界中の社用車の40％が電気自動車または 
ハイブリッド車 

スコープ3の排出量
主な注力エリア：バリューチェーン 

• 原材料 

• 委託製造 

• 物流とロジスティクス 

• 臨床試験 

• 販売した製品の廃棄 

• 研究4 

• バイオライフ社5 

• 包装 

• その他のカテゴリー6 

取引先の56%（排出量ベース）がSBT⁷を設定、 
または設定することを約束

製品の50％（重量ベース）が航空輸送ではなく 
海上輸送

環境配慮設計プログラムが開始され、影響度の高い 
製品について10件のライフサイクルアセスメントが
完了

二次包装のうち、53%（重量ベース）が持続可能な
森林認証を受ける

ネットゼロへのロードマップに向けて 2 

2024年度 2040年度2035年度2030年度基盤を 
強化する 

低炭素に向けた 
道筋を示す

医療エコシステムを 
活性化させる

2025年度までに 
スコープ1と2を40％

削減1

2030年度までに 
スコープ1と2を65％

削減1 

2035年度までに 
スコープ1と2のネットゼロ

を達成

2030年度までに 
スコープ3を25％削減1

特定された650以上の排出削減またはエネルギー削減プロジェクトを実行 
（50％がエネルギー効率関連）

再生可能エネルギー熱のための革新的技術に投資

新設するすべてのバイオライフ社の血漿採取施設は、オール電化で運営

事業全体で100％再生可能電力を達成²

内燃機関を持つ自動車をすべて廃止

取引先の事業活動における排出量の60％削減を目指す

削減が困難な排出（例：献血時に使用する使い捨てプラス
チック）に対処するため、新技術への戦略的投資を行う

すべてのモダリティにおいて排出量を最小限 
に抑えるための新製品および包装設計を実施

製造における循環性を強化（例：溶剤リサイクル 
の普及）

二次包装（例：紙、プラスチックトレー）の 
リサイクル素材利用を最大化8 

バリューチェーンにおける排出量の透明性を 
高めるためのデジタルソリューションを、経験 
から得られた知見に基づいて拡大

販売製品の脱炭素化を図るとともに、デジタル 
ソリューションを用いて、より環境に優しい臨床
試験を実施し、試験参加者の体験も向上させる

一次包装材を再設計（例：PVCフリーのブリスター
パック、製薬用グレードのバイオプラスチック）8 

 質の高い恒久的な 
炭素除去によって 
残留排出量（10％未満） 
に対処³ 

1 ベースライン（スコープ1と2は2016年度、スコープ3は2022年度）からの絶対排出量の削減。2 アンバンドルエネルギー属性証明書（EAC）を上回るオンサイト再生可能エネルギーとPPA/vPPA（電力購入契約優先順位付け）。3 SBTiに準拠。4 研究用消耗品／機器、研究用備品。
5 血漿収集材料、献血用品。6 例：設備投資、施設・関連サービス、出張、マーケティングなど。7 科学的根拠に基づく目標。8 タケダの製造のみ。

2024年度までに、 
SBTを設定した取引先からの 

排出量を67％に拡大

2040年度までに 
バリューチェーン全体で 

ネットゼロを達成 

1 タケダの考えるカーボンニュートラルおよびネットゼロは、温室効果ガスプロトコルとSBTiガイドラインに基づいています。SBTiの企業ネットゼロ基準では温室効果ガス（GHG）排出量を90％以上削減し、完全に排除できない残りの10％未満の残留GHG排出量を相殺するために、恒久的な炭素除去および炭素貯蔵技術を利用すること
が求められています。 

2 ネットゼロへのロードマップでは、バリューチェーン全体で温室効果ガス（GHG）排出量を削減するという観点で現在の目標を描くとともに、バリューチェーン全体でGHG排出量を削減することによってそれらの目標を達成するために、現在どのような取り組みを実施または計画しているのかを示しています。これは、包括的な移行
計画でも、提示している期間内に目標を達成するために必要なすべての施策を網羅しているものでもありません。ここに含まれている再生可能エネルギーや低炭素エネルギーに関する新しい技術は、将来的に実現されない可能性もあります。 
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シンガポールのバイオ製薬業界で先頭に立つ

シンガポールにある最新の製造支援施設では、太陽光発電パネル
により、その施設で消費するよりも多くのエネルギーを生み出し
ています。また、余剰エネルギーは、隣接する製造施設に直接
供給されます。この施設は、その施設で消費するよりも多くのエ
ネルギーを生み出すポジティブ・エネルギー施設として、シンガ
ポール建築建設庁よりグリーンマーク制度の「Platinum Positive 

Energy」認定を受けました。この認定を受けた企業は、シンガ
ポールのバイオ医薬品業界ではタケダが初めてです。詳しくは
こちらをご覧ください。

自然への影響を考える
密接に関連し合う自然環境、人々の健
康、そして経済活動にとって、豊かな生
態系と生物多様性は不可欠です。私たち
は、自然への影響を最小限に抑えるた
め、水資源および廃棄物の責任ある管
理、環境中の医薬品物質に関する課題へ
の配慮、そして天然資源の保全を推進し
ています。詳しくは、生物多様性に関す
るポジションペーパーをご覧ください。

より透明性の高い情報開示に向けて
2024年1月には、自然および気候変動へ
の継続的な取り組みの一環として、多数
の企業と共に「TNFD（自然関連財務情
報開示タスクフォース）アーリーアダプ
ター」に登録をしました。これに伴い、
自然環境への依存度、影響、リスクおよ
び機会を特定し、2026年度までに開示す
る予定です。

カリブ海域での気候変動に対する  

備えと回復力の強化

極端な暑さや大型のハリケーンによっ
て、カリブ海域はすでに気候変動の
影響に直面しています。ジャマイカや
米国領バージン諸島、セントクリスト
ファー・ネイビス、セントルシアな
ど、気候変動の影響に対して脆弱な地
域の人々を助けるため、私たちは非政
府組織Mercy Corpsによる気候変動に
対する備えと回復力を強化するための
ハブモデルを支援しています。同組織
は、現地のパートナーと協力して、既
存のコミュニティインフラを強化し、
緊急時だけでなく、年間を通じて300
万人を超える人々に重要な保健および
社会サービスを提供しています。タケ
ダのグローバルCSRプログラムによる
4年間の支援は、同組織がこのモデル
をカリブ海地域全体に広げていくため
の基盤作りに活用されます。グローバ
ルCSRプログラムの詳細については、
「PATIENT すべての患者さんのため
に」をご覧ください。 
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https://www.takeda.com/jp/our-impact/our-stories/this-new-building-produces-more-energy-than-it-uses/
https://assets-dam.takeda.com/image/upload/v1685657589/legacy-dotcom/siteassets/jp/home/who-we-are/company-information/positions/Position_Biodiversity_New_JP_Final.pdf
https://assets-dam.takeda.com/image/upload/v1685657589/legacy-dotcom/siteassets/jp/home/who-we-are/company-information/positions/Position_Biodiversity_New_JP_Final.pdf
https://tnfd.global/
https://tnfd.global/
https://www.takeda.com/jp/about/corporate-responsibility/corporate-giving/programs/MercyCorps/
https://www.takeda.com/jp/about/corporate-responsibility/corporate-giving/


医薬品にも持続可能性への配慮を
私たちは、環境配慮設計（SbD）を通じ
て、研究開発の初期段階から患者さんに
よる医薬品製品の使い方の使用、さらに
は廃棄に至るまで、どのように医薬品を
開発し、これを届けるかについて変革を
進めています。SbDでは、環境への影響
を最小限に抑えるため、製品開発時にラ
イフサイクルアセスメントを実施してい
ます。この作業は、温室効果ガス排出量
の削減、エネルギーおよび資材の使用量
削減、有害物質使用の抑制、廃棄物発生
量の削減、持続可能性の向上につながる
機会となります。

いくつかの製品については、環境面の持
続可能性改善に関する取り組みを策定し
ています。取り組み事例として、日本国
内で製造するキュービトル（一般名：
pH4処理酸性人免疫グロブリン（皮下注
射））の二次包装印刷において、特色イ
ンクからCMYKインク（シアン、マゼン
タ、イエロー、ブラック）への切り替え
を他社に先駆けて実施し、今後すべての
製品を切り替えていきます。この切り替
えにより、サプライヤーにおける未使用
インクの廃棄量に加えて、印刷機の洗浄
に必要な溶剤の使用量や、異なる包装間
の切り替え時に発生する廃棄物の量も削
減されることが期待されています。

イノベーションを通じて大幅な節水を実現

大阪工場では、製造および洗浄に多くの蒸留水を使
用しています。データ・デジタル＆テクノロジーを
活用することで、蒸留水の使用量について年間約45
万リットル以上の削減を実現しました。詳しい取り
組みの内容は以下の通りです。 

1 オンラインシステムからのデータをまとめた
ダッシュボードを作成し、各施設、個々の設
備での蒸留水使用量を見える化しました。 

2 また、蒸留水の供給配管にセンサーを設置
し、手作業で行う機器洗浄に使用した水量を
計測しました。 

3 集まったデータを分析すると、必要量の約
1.5倍の蒸留水を使用する設定になっている
施設や設備があることが明らかになりまし
た。加えて、作業員が機器洗浄に使用する蒸
留水の量にもばらつきがあることが分かりま
した。 

4 これらのプロセスを標準化することで、蒸留
水の使用量を年間約45万リットル以上削減し
ました。これは、少なくとも200万リットル
の真水、および7,900m³以上の天然ガスの使
用量に相当する削減につながりました。

このプロジェクトによるメリットは、大幅な節水だ
けではありません。製品の供給が中断されてしまう
リスクを減らすとともに、不必要な設備投資を回避
することができました。
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DATA&DIGITAL データとデジタルの力でイノベーションを起こす

データ・デジタル＆テクノロジーの力で 
患者さんのためにイノベーションを起こす

高齢化や気候変動などの影響を受け、私
たちは健康に関わる世界レベルの課題に
直面するとともに、すべての人々にとっ
て公平な解決策を迅速に生み出すことが
求められています。未来に備え、世界の
課題に挑み続けることができる力強い組
織をつくるために、大規模なデジタルト
ランスフォーメーション（デジタル技術
を活用した業務プロセスなどの変革）を
進めています。この変革は創薬、医療従
事者との関わり方、そして患者さんへの
支援にまで及びます。

｢私たちはイノベーションの最前線に立ち、
責任を持ってデータとデジタルの力を活用
することで、患者さんにより良い治療環境
を提供しようとしています。ヘルスケアの
未来を形作るという強い決意のもと、現代
の急速な技術発展を踏まえ、従来型の研究
開発と最先端のデジタル技術の両方を取り
入れながら製品パイプラインを進化させて
います」
ガブリエレ・リッチ
チーフ データ＆テクノロジー オフィサー

研究開発
臨床試験への患者さんの登録を迅
速に進めることや、ご参加いただ
く患者さんの多様性を高めること
を通じて、創薬のスピードと質を
向上させています。ウェアラブル
端末などのデジタルツールの導入
により、臨床試験が行われる施設
に患者さんが足を運ぶ必要性を減
らし、社会的所属に関わらず、す
べての人々が臨床試験に参加しや
すい環境をつくっています。デー
タやAIを活用することで、初期段
階での試験をデジタル化し、これ
までよりも大幅に短い期間で新薬
の種になりうる候補分子を特定で
きるようになりました。

血漿の収集
バイオライフ社の各血漿収集セン
ターの効率性を高めることで、献
血者が参加しやすい環境をつくっ
ています。さらに、献血者にデジ
タルポイントを進呈するロイヤリ
ティプログラムも導入していま
す。献血をすることで獲得したポ
イントは、ギフトカードへの引き
換えから慈善活動への寄付まで、
さまざまな目的に使用することが
可能です。また、AIを活用して、
人員の最適配置やスムーズな予約
体制も実現しています。

製造
治療薬やワクチンをこれまで以上
に迅速に患者さんにお届けするた
め、製造ネットワークをリアルタ
イムで最適化しています。製造に
関わる多くの業務において、これ
まで人が実施してきたプロセスを
自動化することで、生産性と質を
高めることにより、従業員がより
付加価値の高い仕事に集中できる
ようにしています。そして、2026
年度末までに、製造部門で紙の使
用量を80％削減することを目指し
ています。

患者さんと医療従事者の方々への
支援
患者さんや介護者、医療従事者が
より良い治療を行えるように幅広
い支援をしています。例えば、デ
ジタルを活用した新しい患者さん
支援プログラムや無料の教育コン
テンツのほか、患者さんの特徴や
健康状態、言語、居住地域に基づ
くニーズに沿ってカスタマイズさ
れたリソースを提供しています。
詳しくは25ページのストーリー
をご覧ください。その他にも、予
測分析アルゴリズムを使用して、
データに基づいて医療従事者にア
プローチできるような仕組みづく
りにも取り組んでいます。これに
より、個々の医療従事者の状況に
応じた対応を行い、患者さんへの
治療に有益な情報を適切な方法で
提供できるようになります。

デジタルと人工知能（AI）の活用方法：  

23 

タ
ケ
ダ
に
つ
い
て

価
値
創
造

財
務
情
報

付
録

2024年
統
合
報
告
書

企
業
理
念



タケダでは、責任を持って倫理的にAIを活用す
るための取り組みも実施しています。その一環
として企画した「Generative AI Day（生成AIの
日）」には、世界から5,000人以上の従業員が参
加しました。また、新しいデジタルハブとして
「Takeda.AI」も立ち上げました。従業員はここ
で事業を遂行する上で必要な情報を入手したり、
トレーニングを受けたり、戦略や基準およびガイ
ドラインを確認することもできます。

これからの未来に対応できる 
人材を育てる
昨今、製薬業界にも影響をもたらしてい
る急速なテクノロジーの発展をうまく活
用し、これからのヘルスケアに対応でき
る組織にするため、私たちは従業員のデ
ジタルスキルの強化に努めています。目
指しているのは、すべての従業員がデジ
タルイノベーターとして革新的な医薬品
を創出し、患者さんにお届けする活動に
寄与できるようにすることです。そし
て、その歩みは着実に前進しています。

日本や北欧、米国、メキシコなどでは、
従業員が患者さんや医療従事者、介護
者、ともに働く仲間のニーズに対応する
ためのデジタルソリューションを提案し
ています。従業員はデジタルスキルを
獲得しているだけでなく、ステークホル
ダーのこともよく理解しているため、ス
テークホルダーのニーズを正しく捉えた
ソリューションを生み出すことができる
のです。

デジタルに関する重要な知識やスキルを
身に付けることは、変化し続けるビジネ
スニーズに対して適切かつ迅速に対応す
ることにつながります。また、こうした
取り組みは、従業員の能力の幅を広げ、
これからの役割に備えて新しいスキルを
身に付けることにも役立つとともに、今
後必要性が減少する傾向にある役割を踏
まえてリスキリングを行うことにもなる
ため、従業員にとってはキャリア開発の
機会にもなります。

2万4,000人1以上の従業員が積極
的にデジタル学習に取り組んでい
ます。そのうち、ロボットを活用
したプロセスの自動化に関するト
レーニングを修了した従業員は
4,000人に及びます。ここで学ん
だ技術は業務の合理化および効率
化に寄与します。 

1  2020年度Q1以降に先進的なデータとデジタルに関する
トレーニングに1回以上参加した従業員の人数です。  
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患者さんを総合的にサポートするために

慢性疾患は、患者さんにとっても、介護者
にとっても、付き合っていく道のりが複雑
になるものです。診察の予約をとったり、
忘れずに薬を服用したり、疑問点があった
場合に答えを探したり、誰かにサポートを
求めたりと、日々さまざまなことをこなし
ていかなくてはなりません。

日本では、患者さんサポートプログラムと
して「TOMO」を立ち上げました。TOMO
は、日本において当社製品を使用している
患者さんが安心して治療を続け、自分らし
い毎日を送れるように、看護師の資格を有
する専任のケースマネージャーが必要な支
援を電話やWEB面談ツールにより提供する
プログラムで、一人一人の患者さんとご家
族のニーズに合わせて個別化されたサポー
トを提供しています。TOMOには心理的サ
ポート、服薬管理、疾患の知識を得ること、
治療補助物品の自宅配送など適切な治療を
サポートするサービスも含まれています1。

北欧でも、同様のデジタルツールを複数
導入しています。例えば、デンマークの
腸疾患の患者団体であるColitis Crohn
Foreningenの協力のもとに開発したアプ
リでは、患者さんの万が一の事態に備え
て、近くのトイレを見つけることができま
す。また、別の遠隔モニタリングアプリで
は、自己診断ツールを使用して、自分の炎
症の状態を医療従事者に伝えることもでき
ます。こうした情報は、医療関係者が直ち
に診察する必要のある患者さんを特定する
上で役立ちます。ある調査では、このアプ
リによって、患者さんがより主体的に治療
に参加するようになり、寛解までの期間が
77日から17日へと大幅に短縮されたこと
が明らかになりました²。 

デジタルに精通した人材を活用する
タケダでは、社内でデジタルに精通した
人材を育てるため、複数のイノベーショ
ンケイパビリティーセンターを立ち上げ
ました。社内のデジタル化とそれに伴っ
たデジタル人材の育成は加速し続けてお
り、このセンターはデータとデジタルに
関する能力を有した人材を社内で育成す
る上で重要な役割を果たしています。現
在、スロバキア、メキシコ、インドにイ
ノベーションケイパビリティーセンター
を開設しており、事業を進める上で必要
な支援をするために他の地域でもさらな
る開設を予定しています。

イノベーションケイパビリティーセン
ターのチームは、タケダの事業全体を対
象に、デジタルソリューションの提案お
よび管理を行っています。これにより、
社外への依存度を減らしつつ、医療従事
者や患者さんとのコミュニケーションの
方法を改善するとともに、医療従事者や
患者さんがタケダの製品やサービスによ
り簡単にアクセスできるようにしていま
す。さらに、日々の業務を効率的に実施
するための革新的なアプリケーションを
導入するなど、働き方の改善にも取り組
んでいます。

多様な人材の中で、データとデジタルの
領域において女性は昨今のヘルスケアの
直面している困難に立ち向かうイノベー
ションを起こす重要な役割で活躍してい
ます。私たちは意図的に人材の多様化を
進めており、特に女性の数を増やすこと
に注力してデータとデジタルの領域にお
けるジェンダーギャップの克服に投資し
ています。

さまざまなリーダーを巻き込んだ
デジタルヘルスケアの推進

2023年、私たちは官民および学術分野のさまざまなリーダーとア
イディアを交換し、協力し合って患者さんを中心とした革新的なソ
リューションを支援しました。

中国・上海：
復旦大学知能医学研究院との提携を開始
しました。双方の専門性を組み合わせ
て、ヘルスケア分野に革新的なデジタル
ソリューションを構築することを目指し
ます。

インド・バンガロール：
Biotechnology Industry Research
Assistance Counci lと3年間の官民
パートナーシップを締結しました。ヘル
スケア分野のスタートアップ企業やイノ
ベーターに助言や指導を行うほか、いま
だ満たされていない患者さんのニーズに
応える現地のヘルスケア技術ソリュー
ションを強化します。

米国・マサチューセッツ州ケンブリッジ：
タケダのグローバルハブで、バイオ製
薬 、 ベ ン チ ャ ー キ ャ ピ タ ル 、 医 療 制
度、学術分野においてデジタルヘルス
ケ ア に 取 り 組 む リ ー ダ ー や イ ノ ベ ー
ターを招き、「2023 Global Health XL
Gathering」を開催しました。

C H I N A 

U N I T E DS T A T E S 

1 提供にあたっては医療機関での治療方針を尊重し、医療行為は行
いません。 

2 Elkjaer M, Shuhaibar M, Burisch J, Bailey Y, Scherfig H,
Laugesen B, Avnstrøm S, Langholz E, O’Morain C, Lynge E,
Munkholm P. E-health empowers patients with ulcerative
colitis: a randomised controlled trial of the web-guided
‘Constant-care’ approach. Gut. 2010 Dec;59(12):1652-61.
doi: 10.1136/gut.2010.220160. PMID: 21071584.
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価値創造 
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血漿分画製剤事業において 
長期的な価値を 
生み出し続ける

血漿分画製剤は、私たちの長期的な
価値創造を体現しています。血液中
のタンパク質の欠如や障害は、希少
疾患や複雑な慢性疾患の原因になり
ます。そのタンパク質の代替となる
のが、血漿由来の血漿分画製剤で
す。血漿分画製剤が生命維持に不可
欠な患者さん、ほかに有効な治療選
択肢がほとんどない、またはまった
くない患者さんも少なくありませ
ん。2023年度も、さまざまな重要な
目標をいくつも達成して患者さんの
治療選択肢を広げてきました。プラ
ズマ デライブド セラピーズ ビジネス
ユニット（PDT BU）プレジデント
のジャイルズ・プラットフォードと
チーフ フィナンシャル オフィサーの
古田 未来乃が、タケダの持続可能な
事業戦略に果たすPDT BUの役割につ
いてご紹介します。

血漿分画製剤事業を通じて、どのように
患者さんのいまだ満たされていない 

ニーズに対応しているのでしょうか？

プラットフォード：  有効な治療法が確
立されていない分野で血漿分画製剤の効
能・効果の追加を推進し、販売地域を拡
大することにより、私たちはより多くの
患者さんに、タケダならではの幅広い製
品をお届けすることができると考えてい
ます。その一例が、慢性炎症性脱髄性多
発根神経炎への取り組みです。この疾患
は、末梢神経系から四肢の感覚消失や歩
行困難などの衰弱症状を引き起こしま
す。2024年1月、米国とEUで、HYQVIA
はこの疾患の維持療法にとして適応追加
の承認を取得しました。HYQVIAは唯一
の促進型の皮下注射用人免疫グロブリン
製剤です。患者さんは在宅あるいは医療
機関にて最長で1カ月に1回の間隔で投与
でき、治療における負荷の軽減が期待さ
れています。今後も人免疫グロブリン製
剤がこの疾患に対する標準治療であり続
けることが予測されるため、統合的な技
術から治療に必要なIG量の大幅な削減ま
で、さまざまな側面で投資を続けていき
ます。

古 田 ：  いまだ有効な治療法が確立さ
れていない疾患に対するニーズを満た
すべく、私たちはあくなき挑戦を続け
ています。「1．患者さんに寄り添い
（Patient）、2．人々と信頼関係を築き
（Trust）、3．社会的評価を向上させ
（Reputation）、4．事業を発展させる
（Business）」という当社の価値観とそ
れに基づく日々の意思決定が、継続的な
貢献の鍵となっています。人の血漿は患
者さんの暮らしを豊かにする可能性を有
していますが、その血漿量には限りがあ
り、その収集や処理、輸送には慎重な取
り扱いを要します。したがって、私たち
が世界中の患者さんに継続的な貢献を果
たすためには、ステークホルダーとの信

ジャイルズ・  
プラットフォード

プラズマ デライブド セラピーズ 

ビジネスユニット プレジデント

古田 未来乃
チーフ フィナンシャル 

オフィサー 
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漿分画製剤の製造能力を50％以上拡大さ
せるという新しい目標に向かって、大規
模な資本投資を行い、データ・デジタル
＆テクノロジーの活用を進めています¹。

血漿分画製剤事業は、タケダ全体の長期的
成長にどのように貢献するのですか？

古田： 血漿分画製剤事業はタケダの収益
において重要な役割を果たしています。
2023年度の全社の売上収益に占める血漿
分画製剤の割合は21％で、恒常為替レー
ト（CER）ベースでは12.3％成長して
います。さらに、バイオ医薬品とは異な
り、血漿分画製剤は独占販売期間満了に
直面しないため、長期間にわたって成長
を続けることが可能です。継続的に成長

頼関係に裏付けられた良好な社会的評価
を維持することが不可欠です。血漿分画
製剤事業はその性質上、長期的かつ大規
模な資本投資が必要です。こうした投資
が患者さんにとっても社会にとっても持
続可能でなくてはなりません。

血漿分画製剤の需要増加に応えていく 

ためには、どのようなことが必要で 

しょうか？

プラットフォード：  血漿の需要に応え
ていくためには、業界の取り組みを支え
る構造の強化が必要です。現在、世界の
需要量の90％近くをわずか6カ国で供給
しています。これでは持続可能とは言え
ないでしょう。患者さんが必要とする医
薬品を供給し続けるためには、ヒト血漿
の収集規制の枠組みを早急に見直す必要
があると考えています。また、官民が連
携して協力関係を結ぶことも重要です。
その好例として、国連訓練調査研究所が
進めている、各国が自国に適した方法で
血漿および血漿分画製剤の需要に対応で
きるよう、情報とトレーニングを提供す
るプロジェクトにタケダは参加していま
す。プロジェクトの詳細はPlasma4Lifeを
ご覧ください。

私たちは、血漿が献血者から患者さんに
届くまでの全工程にわたって革新的な解
決策を見つけるなど血漿分画製剤のバ
リューチェーン全体を見直すことで、持
続可能な血漿収集エコシステムの確立に
取り組んでいます。拡大、変革、最適化
のすべてを進めることで、これまで以上
に血漿を確保できるようになると考えて
います。バイオライフ社の血漿収集ネッ
トワークは2018年以来110％拡大する中
でも、献血者の方々の体験の改善にも取
り組んできました。2028年度末までに血

していくことと利益率を向上させていく
ことを重視して事業展開しており、全社
の長期的な成長と戦略にも大きく貢献し
ます。

数字で見る  
PDTビジネス

従業員数は約2万人

80カ国以上で 

20以上の血漿分画製剤を販売

260カ所以上で 

バイオライフ社が血漿採取施設を
運営

2023年度は平均 
2週間に1施設のペースで
血漿採取施設を新規開設

収益成長率は13％² 

1 2023年度を基準にしています。 

2 対2022年度比の2023年度実績です。 
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環境保全の推進
需要の増加に応え血漿分画製剤事業を拡
大することと、環境負荷を軽減すること
は相反するように見えますが、私たちは
いずれも重要視し両立を目指していま
す。2023年度には、温室効果ガスを排出
しない施設として運営されるように設計
された初めての血漿採取施設をオースト
リアのリンツに開設しました。

バイオライフ社の血漿採取施設では、環
境の持続可能性を高めるためのプログラ
ムを数多く実施しています。

日本の患者さんのために

創業の地である日本市場においても、当
社の血漿分画製剤事業が誇る幅広い製品
をより多くの患者さんにお届けするため
の取り組みを加速させています。具体的
には、今後5年間で、新製品や適応症の承
認申請を最大5件予定しています。

2023年度には、日本で2件の重要な承
認を取得しました。無又は低ガンマグロ
ブリン血症の患者さんへの治療薬とし
て、当社初の皮下投与製剤キュービトル
が日本で承認されました。患者さんの意
見を取り入れて開発したモバイルアプリ
「IgSensei」も導入しました。このア
プリは、治療管理に対する患者さんの意
識を高め、より快適に治療に臨めるよう
にすることを目的として開発しました。
2024年3月には、先天性プロテインC欠乏
症に起因する非常に希な症状の治療に利
用できる「セプーロチン®静注用1000単
位」（乾燥濃縮人プロテインC）の日本に
おける製造販売承認を取得しました。

また2023年3月に、総額1,000億円を投じ
て大阪工場に新しい血漿分画製剤製造施
設を建設することを発表しました。この
施設からは、日本だけでなく世界中の患
者さんに血漿分画製剤をお届けする予定
です。

主な成果：  

60% 
米国のバイオライフ社の血漿採取施設の温室効果ガス
の排出量を2016年度から2023年度までに削減 

35% 
米国のバイオライフ社の血漿採取施設の水の使用量
を2019年から2023年までに削減 

87% 
の米国のバイオライフ社の血漿採取施設において空
調システムによる電気および天然ガスの使用量を削
減するためにAIによる制御システムを活用

温室効果ガスを一切排出しない施設として
設計されたオーストリアのリンツのバイオ
ライフ社の血漿収集センターの開設式 
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患者さん中心の 
研究開発

私たちは、純然たる好奇心を原動力に、
サイエンスを追求し、人々の暮らしを豊
かにする医薬品を創出する研究開発を進
めています。世界中の誰一人として取り
残さないよう、DE&Iの原則に基づいて健
康格差の解消に取り組みます。

不屈の精神が実を結ぶ
グローバル メディカル アフェアーズ オ
ンコロジーで固形腫瘍部門のヘッドを務
めるJennifer Elliottにとっての「成功」
は、患者さんが今まで持てなかった希望
を持てるようになることです。

Jenniferとそのチームは、2023年度の
大半の時間をFRUZAQLA®（一般名：フ
ルキンチニブ）の申請書類を準備するこ
とに費やしました。その努力は、2023
年11月、この製品が米国食品医薬品局
（FDA）より転移性大腸がんの成人患者
さんに対する経口治療薬として承認され
たことで報われました。FRUZAQLAは、
10年以上もの間で初めて米国で承認され
た、バイオマーカーのステータスにかか
わらず、化学療法を必要としない新規の
治療選択肢です。

承認が決まったときの気持ちを尋ねられ
たJenniferは、「本当に誇らしい気持ち
になりました。同時に、ようやく患者さ
んに新しい治療選択肢を提供できるよう
になったと思って安心しました。この数
カ月は無我夢中でした。患者さんがこ

の治療薬をどれほど待ち望んでいるかを
知っていたからです」と答えました。

2024年2月には、EOHILIA®（一般名：
ブデソニド経口懸濁液）が米国FDAより
承認されました。これも、この治療薬が
患者さんにとって大きな希望になること
を固く信じ、ひたむきに開発を進めてき
た臨床開発チームの不屈の精神の賜物で
す。一度は米国FDAから、承認を不可と
する審査完了報告通知を受け取りました
が、患者さん、患者支援グループ、医療
従事者の方々からの励ましと支援のおか
げで、承認取得に向けた新しい道を見つ
け、最終的には承認を取得することがで
きました。

好酸球性食道炎（EoE）の患者さんは嚥
下（えんげ）障害を起こし、食べ物を飲
み込むのに痛みを伴うなど多大な苦労を
要することがあります。EOHILIAは、
EoE患者さんを対象とした米国で初めて
かつ唯一の経口治療薬で、11歳以上の
EoE患者さんへの12週間の投与を適応と
しています。12週間にわたる2つの臨床
試験では、好酸球数の減少とプラセボ群
と比較した嚥下能力の改善が確認されて
います。なお、12週間を超えた安全性お
よび有効性は確認されていません。

先天性血栓性血小板減少性紫斑病の患者
さんが抱えるいまだ有効な治療法が確
立されていない疾患に対する医療ニー
ズに対応するADZYNMA（遺伝子組換え

ADAMTS13-krhn）の開発においても、
タケダは患者さんを第一に考えていま
す。20年以上にわたって遺伝子組み換え
ADAMTS13の研究に取り組み続けた結
果、2023年11月に米国FDAより承認を取
得することができました。

ADZYNMAの開発においては、環境配慮
設計（SbD）フレームワーク（22ペー
ジ参照）を適用し、環境面の持続可能性
にも配慮しました。二次包装を環境に配
慮して設計することで資材の重量を減ら
し、輸送に伴う温室効果ガス排出量を削

減することが可能になりました。2023
年以降、すべての新規パイプライン製品
にこのSbDフレームワークを適用してい
ます。 
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6つの後期開発品 

SOTICLESTAT1,2 

(TAK-935)

レノックス・ガストー症候群

ドラベ症候群 

ZASOCITINIB 
(TAK-279)

乾癬：2026～2027年度申請目標

乾癬性関節炎： 
2024年度に臨床第3相試験開始
* 潰瘍性大腸炎およびクローン病：臨床第2相試験 

FAZIRSIRAN2 

(TAK-999)

α-1アンチトリプシン欠損症に伴う肝疾患：
2026～2027年度申請目標 

TAK-8612

ナルコレプシータイプ1： 
2026～2027年度申請目標 

RUSFERTIDE2 

(TAK-121)

真性多血症： 
2025年度申請目標 

MEZAGITAMAB2 

(TAK-079)

免疫性血小板減少症： 
2024年度臨床第3相試験開始

* その他の適応症を検討

いまだ満たされてない患者さんニーズに応えることは、常に私たちの研究開発の最優先事項です。研究開発能力の
強化ならびにパートナーシップを推し進め、強固かつ多様なモダリティ（治療手段）のパイプラインを進展させて
います。2024年度は、大きな価値をもたらす可能性のある臨床第3相段階のパイプラインが最大6つとなる見通しで
す。詳細は、当社ウェブサイト、Form 20-F年次報告書、有価証券報告書をご覧ください。 

1 2024年6月17日、当社はsoticlestatの臨床第3相試験のトップライン結果を公表しました。ドラベ症候群を対象としたSKYLINE試験では、主要評価項目であるけいれん発作頻度の減少はわずかに達成できなかったものの、複数の重要な有効性副次評価項目で臨床的に意義があり、名目上有意な効果を示しました。レノック
ス・ガストー症候群を対象としたSKYWAY試験では、主要評価項目である major motor drop発作の減少は達成できませんでした。Soticlestatは両試験において一貫した良好な安全性および忍容性プロファイルを示しました。今後の方針を決定するため、これらの試験で得られたデータ全体について規制当局と協議をする
予定です。 

2 希少疾患用医薬品（オーファンドラッグ）指定の可能性（指定されたプログラムの任意の地域/適応症にて） 
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臨床試験におけるDE&Iへの取り組み
社会的少数派グループに属する人々は、臨床
試験においても十分な参加が促されてこな
かった歴史がありますが、私たちはこの状況
を変えようとしています。

「臨床試験に参加する患者さんの構成を、
その治療薬を実際に使用する患者さんの構
成と一致させることができれば、私たちは
さらに自信を持って、この治療薬が有効だと
結論付けることができます」と、臨床試験の
DE&Iを担当するシニアディレクターLaShell 
Robinsonは述べています。

米国の臨床試験に参加する患者さんの多様性
を高めるために、私たちは地域社会とのパー
トナーシップを促進するとともに、教育、医
療サービスの利用可能性、啓発活動に重点を
置いた戦略を実施しています。こうした戦略
の一環として、米国内のより多くの地域、特
に医療が行き届いていない地域に臨床試験の
拠点を拡大することを目指しています。信頼
と長期的な協力関係を築いて健康の公平性を
推進するための地域社会とのパートナーシッ
プの詳細については、13ページをご覧くだ
さい。

米国では、臨床試験施設に、患者さんの構成
も報告するよう依頼し、その周辺地域の人種
および民族構成と、臨床試験参加者の構成が
一致しない場合は、その根本的な理由を理
解するように努めています。それは各施設
をそれぞれの状況に合ったかたちで支援する
ためです。支援の方法は、文化的能力（異な
る文化圏の人々と適切に交流できる能力）を
高めるためのトレーニングの提供、地域社会
との交流の企画、臨床試験参加者とのディス
カッションに役立つ資料の提供などさまざま
です。

乾癬の臨床試験における多様性の確保

慢性の皮膚疾患である乾癬について知られていることの
中には、肌の色によっては当てはまらないことも多くあ
ります。そうした認識不足により、この症状を患う有色
人種の患者さんの診断が遅れたり、治療が不適切なもの
になったりする可能性があります。

これは皮膚科の教育および研究において、肌の色の違い
があまり考慮されてこなかったことが原因の1つとして挙
げられます。皮膚疾患の無作為化比較試験に対する体系
的な調査によると、米国では乾癬に関する臨床試験の多
様性が極めて低く、全被験者の84％が白人でした。

私たちは、TAK-279²の開発プログラムの最初の段階から
DE&Iを重視しており、乾癬を対象とした臨床第3相試験
では、参加者の多様性を前例のない規模にまで高めるこ
とを目指しています。

取り組みの一環として、肌の色の違いによる乾癬を正確
に診断するための教材を医療従事者に提供するほか、臨
床試験参加者の包括性を確保するための情報を試験施設
に提供しています。また、さまざまな肌の色における乾
癬の状態が分かる画像など、多様な文化的背景を反映し
た患者さん向け資料も作成しています。

「臨床試験は、査読済みの科学的文献になる可能性を持
つものです」と、皮膚科医でTAK-279の臨床試験施設
の主任研究者を務めるChesahna Kindred医師は説明し
ます。「その内容が正しいと確認されれば、それは教科
書の作成に使われるかもしれません。こうした教科書や
発表文献は、新人やベテランを問わず医療従事者の重要
な資料になります。新しいエビデンスや理解が、患者さ
んに新しい治療方法を提供することへつながっていくの
です」 

1 2023年6月時点で、米国研究製薬工業協会による臨床試験の多様性に関する原則および米国食品医薬品局による臨床試験の多様性向上のためのガイダンスに従い、タケダの米国におけるすべての臨床試験において「Diversity Action Plan」を作成しています。 

2 TAK-279は中等度から重度の尋常性乾癬患者さんを対象として開発中です。現在開発中の化合物であり、本適応症ではどの規制当局からも承認されていません。また、どの適応症においても承認されることを保証するものではありません。 

100% 
新規臨床試験における
「Diversity Action 
Plan」¹の作成率 

100万人以上
地域社会活動を通じて 
交流した人々の数 

40以上
パートナープログラムの
対象地域の数 

30以上 
Pharmacy Outreach 
プログラムの対象となる
予定の市場の数 

34 
タケダの臨床試験ウェブ
サイトで使用している言
語の数

米国の臨床試験におけるDE&Iの推進  
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リアルワールドエビデンスを 
活用した臨床試験設計
タケダでは、業務のスピードと質を向上
させつつ、長期的にコストを削減するた
めに、データ・デジタル＆テクノロジー
を活用しています。パイプラインの実現
を加速させるのと同時に、研究開発のイ
ノベーションにつながる挑戦も後押しし
てくれます。

イノベーションを守る

新薬の開発は長期間にわたり、研究開発は
多くの費用を必要とします。また、治療薬
候補のうち上市されるものはごくわずかで
あることから、知的財産の保護は新薬への
投資の回収において重要な役割を担ってい
ます。

タケダでは、米国、日本、欧州の主要国に
おいて可能な限り当社独自の技術の特許保
護を求めています。これらの市場で有効な
物質特許の詳細とその特許満了日について
は、Form 20-F年次報告書をご覧くださ
い。詳細については、知的財産権と医薬品
アクセスに関するポジションペーパーをご
覧ください。

例えば、アンチトリプシン欠乏症によ
る肝疾患（AATD-LD）の治験薬である
fazirsiranの臨床第3相試験の設計にお
いては、実世界のデータに基づくリアル
ワールドエビデンスが重要な役割を果た
しました。この慢性の遺伝子性疾患は最
終的には肝不全につながる可能性があり
ますが、現在のところ、この希少疾患
を治療する方法は肝臓移植しかありま
せん1。

この臨床第3相試験は通常よりも早いスケ
ジュールで開始しましたが、遺伝子型と
時系列データを用いてAATD-LDの自然な
疾患の経過を評価することができる、信
頼性の高いデータソースを見つけられて
いませんでした。しかし総合的なデータ
戦略を通じて、患者中心の医療アプロー
チを重視している大きな医療教育機関に
その信頼性の高いデータソースがあるこ
とを特定しました。これにより、この疾
患の経過と臨床エビデンスが得られ、臨
床試験の戦略を立てやすくなっただけで
なく、試験結果を検証する時間を大幅に
短縮することができました。

結果としてこれらのデータは、AATD-LD
患者さんに関する最大規模のリアルワー
ルドエビデンスとなりました。また、
AATD-LDのさまざまな経過をより深く理
解しつつ、臨床第3相試験の信頼性を高め
ることもできました。 

1 Teckman JH. Liver disease in alpha-1 antitrypsin deficiency: current understanding and future therapy. COPD. 2013 Mar;10 Suppl 
1:35-43. doi: 10.3109/15412555.2013.765839. PMID: 23527737. 
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従業員と共につくる 
「次世代の研究開発センター」
2023年9月、オーストリアのウィーンに
おいて2万8,000平方メートルに及ぶ最
新鋭の研究開発センターの建設を開始し
ました。2026年の稼働時には、現在は5
カ所に分散している250人の研究開発ス
タッフが同じ施設で勤務することになり
ます。

この研究開発センターは、ウィーンの
リーダーたちと建築士に加え、実際にこ
こで働くことになる従業員の意見を参考
にして設計されました。

「このプロジェクトの計画段階から従業
員を巻き込むことで、この新しい施設に
愛着を感じてもらうだけでなく、互いに
協力してイノベーションを起こすとい
う意識を高めることもできます」と、
オーストリアのR&Dサイトヘッドである
Manfred Riegerは述べています。

従業員の意見を参考に「ボールルーム」
というコンセプトを採用しました。バイ
オプロセス機器を固定式ではなく可動式
にすることで、プロセスを迅速に調整す
ることができます。また、必要に応じて
壁を移動させ、部屋の大きさを変えるこ
とも可能です。さらに、ロボット工学、
拡張現実、AI、デジタルツイン（現実世
界のデータをコンピュータ上で再現する
技術）など、最新のテクノロジーも数多
く活用する予定です。

環境に配慮した設計
この「次世代の研究開発センター」は、
ネットゼロゴールの達成と天然資源の使
用量削減に寄与するように設計されてい
ます。太陽光発電パネルや廃熱利用な
ど、さまざまな取り組みを組み合わせる
ことで、すべての電気と暖房の需要に対
応し、その過程で毎年400トン以上のCO2
排出量削減が可能になります。また、地
下に排出された雨水を利用することで、
敷地内および周辺の緑地を維持管理する
のに必要な真水の量も大幅に削減できま
す。さらに、公共交通機関を利用しやす
い立地のため、環境に優しい通勤も推進
されます。 
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気候変動に立ち向かい、 
人々の健康を守る

気候変動や人の移動、都市化に伴って、
デング熱が世界に及ぼす影響は拡大して
います。デング熱の影響を大きく受けて
いる地域に住む人々を守るためには、ワ
クチン接種をはじめとする安全で効果的
な予防策が不可欠です。デング熱ワクチ
ンであるQDENGAが初めて承認されてか
らわずか1年。このワクチンは、すでに
20カ国以上で上市を果たし、他の国々で
も現在承認審査が進行中です。

デング熱と闘うための新たな手段
2023年、ブラジルのドウラドスに住む
Fancisleine Costaさんは、デング熱に
よって息子を亡くしました。彼は当時ま
だ14歳でした。

翌年、Costaさんは、国家の公的予防接種
プログラムを通じて、ブラジルで初めて
QDENGAを接種したグループの一人にな
りました。ブラジルはこのワクチンを初
めて公的予防接種に含めた国です。Costa
さんの家族の体験から、タケダを含む公
衆衛生のコミュニティが協力して世界中
の人々をデング熱の脅威から守ることの
大切さとその取り組みの形を垣間見るこ
とができます。 

1 実施に関する決定権は各事業所にあります。

従業員を守る

タケダでは、福利厚生の一環とし
て「Takeda Dengue Employee  

Vaccination Program」を導入し、
QDENGAの販売国に居住する従業員
とその家族がワクチンを無料で接種で
きるようにしています¹。

2023年8月に、タケダのブラジルに
おける拠点では、従業員とその家族
向けにワクチン接種キャンペーンが
実施されました。このキャンペーン
を通じて、サンパウロのオフィスおよ
びジャグァリウーナの製造施設では、
大人と子どもを合わせて約1,200人が
QDENGAを接種しました。ワクチン
の製品マネジャーを務めるVanessa 

Kolbeも、そのうちの一人です。「早
くから列に並び、2番目にワクチン接
種を受けました。この瞬間を2年半も
待っていたのです」 
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拡大を続けるデング熱に挑む
デング熱の脅威はいまだかつてないほど
大きくなっています。蚊が媒介する感染
症であるデング熱の感染者は世界中で年
間3億9,000万人に及び、入院患者数は50
万人に至ると推計されています1。世界中
でおおよそ2万人から2万5,000人の主に
子どもがこのウイルスによって死に至る
データも出ています²。デング熱の流行国
は、ラテンアメリカやアジアの低・中所
得国を中心に、100カ国以上に及んでい
ます³。

気候変動によって引き起こされる海水温
の上昇や降水量の増加、大規模な洪水と
いった自然現象により、蚊が繁殖し、ウ
イルスが媒介されやすい環境が生まれ、
デング熱の脅威は高まっています。実
際、2023年は過去最高のデング熱患者数
を記録し、ウイルスによる影響を受けて
いなかった地域でもデング熱患者数とア
ウトブレイクが予想外に急増しました4。

QDENGAの承認に至るまでには、何十年
にも及ぶ研究開発期間を要しました。私
たちは2013年に研究プログラムをインビ
ラージェン社から買収してから、研究に
携わってきました。承認以前は、デング
熱への感染予防の主な手段といえば、蚊
の駆除計画や感染リスクを減らすための
啓発活動でした。こうした予防措置は今
も大切ですが、QDENGAはデング熱を予
防するための強力な新しい手段です。こ
のワクチンの使用はデングウイルス感染
歴を問わず、かつワクチン接種前の感染
歴検査が不要です。

私たちはQDENGAの開発初期の段階か
ら、このワクチンがCostaさんのような
人々にとって非常に大きな意味を持つ
はずだと確信していました。そのため
QDENGAの臨床試験プログラムでは、
デング熱が最も流行している国々を対象
に、国や地方、地域のあらゆる階層で活
動する公衆衛生機関と協力しました。そ
の一環として、ピボタル臨床第3相試験を
アジアや中南米のデング熱流行国に暮ら
す4歳から16歳の2万人以上の小児と青年
を対象に実施しました。

QDENGAは2022年8月にインドネシア
で初めて承認され、続いて12月には、欧
州でも承認されました。現在では、デン
グ熱の流行国であるインドネシアやブラ
ジル、アルゼンチン、タイを含め、20カ
国以上において主に民間市場で販売され
ています。タケダは、承認された国にお
いて、QDENGAを多くの人々にとって支
払い可能な価格で接種しやすいように提
供することに注力しています。そのため
に、他の製品と同様、QDENGAの価格決
定においても、各国の経済レベルと医療
制度の成熟度を考慮しています。

｢私たちの長期目標は、デング熱に対する集団免疫を達成するために、公的
予防接種プログラムによってQDENGAを広く利用可能にすることです。直
ちに利用可能にするために、まずは民間市場で上市しましたが、今ではブ
ラジルでの公的予防接種プログラムが開始されたことを喜ばしく思ってい
ます。公的予防接種プログラムの実施には数年かかることが多い中、ブラ
ジルでの迅速な導入はこのワクチンの重要性をはっきりと示しています」 

Derek Wallace
グローバル ワクチン ビジネスユニット プレジデント

デング熱がもたらす影響

デング熱は蚊が媒介する感染症で、その
感染者数は数十年にわたって増加を続
けています。特にアジアおよびラテン
アメリカの雨季に感染が増える傾向が
あります。2019年には、世界保健機関
（WHO）によって世界の健康に対する10
の脅威の1つに特定されました5。

感染者数は年間 

3億9,000万人

入院患者数は年間 

50万人

死亡者数は年間 

2万～2万5,000人 

1 8 Trivedi S, Chakravarty A. Neurological Complications of Dengue Fever. Curr Neurol Neurosci Rep. 
2022 Aug;22(8):515-529. 

2 European Centre for Disease Prevention and Control. Fact Sheet about Dengue. April 2024. 
3 Wellcome Trust 
4 WHO. Dengue and Severe Dengue. April 23, 2024. Retrieved April 30, 2024. 
5 2019: A Year of Challenges and Change. MEDICC Rev. 2019 Jan;21(1):3. doi: 10.37757/MR2019.V21.N1.1. PMID: 31242144. 
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https://www.takeda.com/jp/newsroom/newsreleases/2017/20170406_7743/
https://www.takeda.com/jp/newsroom/newsreleases/2022/20220823_8345/
https://www.takeda.com/jp/newsroom/newsreleases/2022/20220823_8345/
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/35727463/
https://wellcome.org/news/dengue-fever-explained-disease-spread-prevention


需要に応える
私たちは、2016年に臨床第3相試験を
開始するよりも前から製造への投資を開
始し、社内および社外の製造能力とイン
フラを強化してきました。その結果とし
て、QDENGAの最初の上市以降、当社お
よび当社のグローバル製造委託企業であ
るIDT Biologika GmbH社は、これまで
に数百万回分のQDENGAを生産および供
給しています。

「デング熱の脅威は拡大し、この1年間
にも世界中で大規模な流行が発生しまし
た。上市国でのQDENGAの需要に応えて
信頼関係を築いていくことが重要です」
と、Derekは言います。

2024年2月には、2030年までに年間で最
大5,000万回の接種分を製造することを
目指し、インドの主要ワクチンメーカー
であるBiological E社と戦略的提携を発表
しました。今後も、アジアや中南米での
QDENGAの供給を拡大させていくため、
引き続き提携先を模索します。

複雑な課題に取り組む
QDENGAはデング熱の脅威にインパク
トをもたらすはずですが、その予防には
複雑な要素が絡み合うため、ワクチンだ
けですべてを解決できるわけではありま
せん。能力開発、教育、そして啓発活動
も、健康の公平性を高め、医療制度の成
熟度を高める上では極めて重要になりま
す。これらは、低・中所得国でデング熱の
脅威に対して最も影響の受けやすい人々
にとっては特に重要です。取り組みの例
については次のページをご覧ください。

拡大を続けるデング熱の脅威に立ち向かい、
ワクチン需要に応えていくためにタケダは、
今後10年でQDENGAの年間製造量を1億回分
にまで拡大することを目指しています。

2024年1月、ブラジルの公的予防接種プログラ
ムの一環として、QDENGAがドイツのジンゲン
の製造施設から初めてブラジルに到着しました。

国際公衆衛生機関がQDENGAを
推奨
2023年10月、WHOの予防接種に関する
戦略的諮問委員会（SAGE）が重要なガイ
ダンスとして、デング熱の疾病負担と感
染率の高い地域の6歳から16歳を対象に
QDENGAの計画的接種の実施を推奨する
ことを発表しました1。

この推奨は、QDENGAの公的予防接種プ
ログラムをいつ、どのように開始するかを
決定するガイダンスであり、デング熱を予
防する必要性が高い国でCostaさんのよう
な人々を助けることにもつながります。

公衆衛生へのインパクトを加速する
私たちの取り組みは、QDENGA接種に
よって個々人を守ることに加え、より広
範な公衆衛生への影響についてのデータ
を理解し、共有することを目指していま
す。ブラジルでは、このSAGEの推奨から
2カ月足らずで、QDENGAを世界に先駆
けて国家の公的予防接種プログラムに組
み込むことを発表しました。また、国家
の公的予防接種プログラムとは別に、ド
ウラドスで、住民を対象とした集団ベー
スの調査を開始しました。この調査か
ら、QDENGAの潜在力を理解することに
もつながる、貴重なリアルワールドデー
タが得られると期待しています。 

1 WHO position paper on dengue vaccines – May 2024. 
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https://www.takeda.com/jp/newsroom/newsreleases/2024/collaboration-to-accelerate-access-to-dengue-vaccine/
https://www.thelancet.com/journals/lancet/article/PIIS0140-6736(24)00046-1/abstract#:~:text=Brazil%20plans%20to%20vaccinate%20millions%20of%20people%20against,Japan%27s%20Takeda%20Pharma%2C%20into%20its%20public%20health%20system.
https://www.who.int/publications/i/item/who-wer-9918-203-224


世 界 に お け る Q D E N G A の 承 認 状 況 *

デング熱に関する啓発活動

グローバル：
KnowDengue.comという疾患
啓発ウェブサイトを立ち上げま
した。デング熱の患者さんや一
般社会にデング熱の疾患認知を
高め、そのリスクを理解してい
ただくことを目的とし、分かり
やすい言語を使い、直感的に操
作できるようにしました。

中南米：
2 0 2 3 年 後 半 に ス タ ー ト
ア ッ プ 企 業 を 対 象 と し た
「Takeda Lat in  Amer ica  

Dengue Digital Innovation 

Challenge」を立ち上げまし
た。これは、疾患教育や啓発、安
定したワクチン供給、ワクチン
の効果やアウトカムに関するエ
ビデンス創出を通じて、デング
熱との闘いをサポートするため
のデジタルイノベーションのエ
コシステムの醸成を目的として
います。

タイ：
地元政府、医療団体、民間組織
が連携して、デング熱のさら
なる予防と抑制のための5カ年
ロードマップを実践する取り組
み「Dengue Zero」に参加して
います。

インドネシア：
同国の保健省をはじめ、さまざ
まな組織が参加する連合体に参
加しています。この連合体は、
関係者がデング熱の抑制に真剣
に取り組めるようになることを
目指し、そのための意識向上や
デング熱の脅威に対処するため
の連携を推進しています。

参考資料 

1 Summary of European Union decisions on marketing authorisations_3/21/2024_International/Global (v0.1) - Qdenga approval (p.2) 

2 The ANMAT approved the use of the Takeda laboratory vaccine against dengue_3/21/2024_International/G (v1.0) - Argentina ANMAT approves dengue vaccine (p.1) The ANMAT approved the use of the Takeda laboratory vaccine 
against dengue 

3 Israel QDENGA Approval_6/11/2024_International/Global (v0.1) - QDENGA approval in Israel (p.1) DENGUE VIRUS SEROTYPE 1 (LIVE, ATTENUATED) , DENGUE VIRUS SEROTYPE 3 (LIVE, ATTENUATED) , DENGUE)VIRUS 
SEROTYPE 4 (LIVE, ATTENUATED) , DENGU 

4 Takeda’s QDENGA®▼ (Dengue Tetravalent Vaccine [Live, Attenuated]) Approved in Indonesia for Use_12/1 (v1.0) - Qdenga approval in Indonesia (p.1) Takeda’s QDENGA®▼ (Dengue Tetravalent Vaccine[Live, Attenuated]) 
Approved in Indonesia for Use Regardless of Prior Dengue Exposure 

5 Takeda’s QDENGA®▼ (Dengue Tetravalent Vaccine [Live, Attenuated]) Approved for Use in European Union (v0.1) - Qdenga approved by the EU (p.1) Takeda’s(Dengue Tetravalent Vaccine[Live, Attenuated]) Approved for Use in 
European Union 

6 UK Marketing Authorization for Qdenga_3/21/2024_International/Global (v0.1) - Qdenga approval in UK (p.1) 

7 Colombia_INVIMA_SPECIALIZED ROOM FOR NEW MOLECULES, NEW INDICATIONS AND BIOLOGICAL MEDICINES_3/21/20 (v0.1) - Qdenga decision (p.73) 

8 ThailandApproval_details of medicinal product [Details of Medicinal Product]_3/21/2024_International (v1.0) - Qdenga approval in Thailand (p.1) 

9 Anvisa approves new vaccine against dengue_3/21/2024_International/Global (v1.0) - Brazilian government approves dengue vaccine (p.1) Anvisa approves new vaccine against dengue 

10 Vietnam QDENGA Approval_6/11/2024_International/Global (v0.1) - Takeda approval in Vietnam (p.7) Qdenga 

11 LIST OF PRODUCTS - PRODUCTS THAT HAVE BEEN APPROVED BY THE AUTHORITY FOR DRUG CONTROL (PBKD)_3/21/20 (v0.1) - Qdenga approval in Malaysia (p.1) 

C-ANPROM/INT/DENV/0687 6/24 

地図は2024年6月24日時点 

* ラベル、適応症、公式な推奨情報は、国によって異なる場合があります。特定のラベルに関する詳細については、現地の製品情報を参照してください。

承認取得済み
アイスランド1
アルゼンチン²
イスラエル³
インドネシア4
EU諸国5
英国6
コロンビア⁷
タイ8
ノルウェー1
ブラジル9
ベトナム¹0
マレーシア11
リヒテンシュタイン1 
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https://www.knowdengue.com/
https://eur-lex.europa.eu/legal-content/EN/TXT/PDF/?uri=CELEX:E2023G0706(01)
https://www.argentina.gob.ar/noticias/la-anmat-aprobo-el-uso-de-la-vacuna-del-laboratorio-takeda-contra-el-dengue
https://www.argentina.gob.ar/noticias/la-anmat-aprobo-el-uso-de-la-vacuna-del-laboratorio-takeda-contra-el-dengue
https://israeldrugs.health.gov.il/#!/medDetails/176%2051%2037674%2000
https://israeldrugs.health.gov.il/#!/medDetails/176%2051%2037674%2000
https://www.takeda.com/newsroom/newsreleases/2022/takedas-qdenga-dengue-tetravalent-vaccine-live-attenuated-approved-in-indonesia-for-use-regardless-of-prior-dengue-exposure/
https://www.takeda.com/newsroom/newsreleases/2022/takedas-qdenga-dengue-tetravalent-vaccine-live-attenuated-approved-in-indonesia-for-use-regardless-of-prior-dengue-exposure/
https://www.takeda.com/newsroom/newsreleases/2022/takedas-qdenga-dengue-tetravalent-vaccine-live-attenuated-approved-for-use-in-european-union/
https://www.takeda.com/newsroom/newsreleases/2022/takedas-qdenga-dengue-tetravalent-vaccine-live-attenuated-approved-for-use-in-european-union/
https://assets.publishing.service.gov.uk/government/uploads/system/uploads/attachment_data/file/1134336/Marketing_authorisations_granted_15_January_to_31_January_2023.pdf
https://www.invima.gov.co/sites/default/files/medicamentos-productos-biologicos/2023-10/actas/SEMNNIMB/2023/Acta%20No.%2010%20de%202023%20SEMNNIMB.pdf
https://pertento.fda.moph.go.th/FDA_SEARCH_DRUG/SEARCH_DRUG/pop-up_drug_ex.aspx?Newcode=U1DR2C1072660000411C
https://www.gov.br/anvisa/pt-br/assuntos/noticias-anvisa/2023/anvisa-aprova-nova-vacina-para-a-dengue
https://dav.gov.vn/quyet-dinh-so-308qd-qld-ve-viec-ban-hanh-danh-muc-40-vac-xin-sinh-pham-duoc-cap-gia-han-giay-dang-ky-luu-hanh-tai-viet-nam---dot-50-n4392.html
https://www.npra.gov.my/easyarticles/images/users/1047/Products%20Approved%202023/Senarai-produk-daftar-yang-diluluskan-dalam-PBKD393-8-Februari-2024-Website.pdf


デジタルテクノロジーで 
安全性と環境の持続可能性に寄与
5億。これは、医療機関向けの医薬品の製
品情報概要から各医薬品のラベルやパッ
ケージリーフレットに至るまで、毎年タ
ケダが送付している紙等の製品情報資材
の数です。2024年に、QDENDAを含む複
数の製品は、紙等の送付資材をゼロにす
るための業界の取り組みに初めて加わり
ます。

QDENGAについては、複数の言語で作
成したリーフレットが電子保管され、
PharmaLedger Associationの電子製品
情報（ePI）ウェブアプリから確認するこ
とが可能になります。これにより、包装
資材が少なくなり、配送時の容量と容積
も減少するため、QDENGAの配送による
温室効果ガスの排出量も削減できます。

医療従事者はこのアプリにアクセスし、
製品のパッケージにあるシリアルコード
を読み取ることで、最新の電子製品情報
を希望の言語で閲覧できます。また、対象
製品の使用期限が切れる際に、このアプリ
を通じて警告を受け取ることもできます。

このプロジェクトは、ヘルスケア業界の
関係者と連携して信頼性の高いデジタル
技術利用を広げていこうとするグローバル
な取り組み「PharmaLedger®」の一環で
す。同名の非営利組織が運営しています。

デング熱の管理と予防をサポートする

デング熱症例レポジトリは、デング熱を効果的に管理するという私たちの取り
組みにおける重要な成果の1つです。この社内レポジトリは、官民および国際、
各国、各地域など、複数の情報源からデータを集積し、現在のデング熱リスク
を特定するための堅固な分析基盤、連携、管理体制の構築に寄与しています。
AIモデルを使用して将来の大流行の予測にも役立つため、将来的にタケダが最
前線でデング熱対策に注力することにつながります。

今後の展望
QDENGAの歩みはまだ始まったばかりで
す。私たちはこれからも、デング熱の脅
威にさらされている人々に少しでも早く
QDENGAをお届けできるよう、努力を続
けます。また、さまざまな協力関係とイ
ノベーションを通じて、誰一人としてデ
ング熱に苦しむ人がいなくなる未来を目
指します。 
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炎症性腸疾患の患者さんの 
負担を和らげるために

タケダは消化器系疾患に関する35年
以 上 の 経 験 を生かし、炎症性腸疾患
（IBD）を抱える患者さんのいまだ満た
されていないニーズへの取り組みを大き
く前進させてきました。そして私たちの
挑戦はまだまだ続きます。

炎症性腸疾患： 
生活への大きな影響
炎症性腸疾患の患者さんの数は世界全体
で680万人にも及びます1。いまだ完治す
る治療法が見つかっていない慢性疾患に
ついて当事者である患者さんに話を聞い
たなら、腹部の痛みだけではないさまざ
まな症状に悩まされていると答えるので
はないでしょうか。炎症性腸疾患には、
中等度から重度の下痢や疲労感といった
身体的症状に加えて不安感や羞恥心、孤
独感、憂鬱といった精神面への影響もあ
り、これらが身体的症状と同じぐらい患
者さんを苦しめています²。

炎症性腸疾患の代表的な疾患には潰瘍性大腸炎とクローン
病があります。どちらも消化管の炎症性疾患で、慢性的に
寛解と再燃を繰り返します。

20年以上に及ぶ不屈の取り組み
2024年はエンティビオが初めて承認され
てから10年となる節目の年です。

エンティビオは2014年に潰瘍性大腸炎と
クローン病の両方を適応症として成人患
者さん向けに同時承認された最初のバイ
オ医薬品です。新しい治療選択肢として
医療従事者から歓迎されました。

それ以来、70カ国以上の100万患者年を
超える治療に貢献してきました。2020年
には、新しい治療選択肢となるエンティ
ビオの皮下注射製剤（SC）がEUで承認さ
れ、2023年には米国と日本でも承認され
ました。この皮下注射製剤は1回分のエン
ティビオが充填された製剤であるため、
患者さんが自宅で自己投与することが可
能です。エンティビオSCは現在50カ国以
上³で承認4され、中等症から重症の活動
期潰瘍性大腸炎の維持療法として新たな
治療選択肢となっています。 

1 Alatab S, Sepanlou SG, Ikuta K, et al. The global, regional, and national burden of inflammatory bowel disease in 195 countries and territories, 1990–2017: a 
systematic analysis for the Global Burden of Disease Study 2017. Lancet Gastroenterol Hepatol. 2020;5(1):17-30. doi:10.1016/S2468-1253(19)30333-4 

2 Bisgaard, T.H., Allin, K.H., Keefer, L. et al. Depression and anxiety in inflammatory bowel disease: epidemiology, mechanisms and treatment. Nat Rev 
Gastroenterol Hepatol 19, 717–726 (2022). https://doi.org/10.1038/s41575-022-00634-6 

3 2024年3月現在 

4 エンティビオSCは、米国、EUをはじめ、世界50カ国以上で承認されています（米国では、クローン病に対するエンティビオSCの使用は、まだ承認されていません）。

エンティビオとエンティビオSCの承認取得までの道のり

エンティビオの承認取得までの道のりは平坦
なものではありませんでした。開発段階では
中断と再開を繰り返し、これ以上の開発は不
可能だと考えられたこともありました。それで
も、不屈の精神で粘り強く向き合いました。

「エンティビオはいわば、途中で止まって
も、頑張る勇気でやり遂げることを教えてく
れる米国の絵本『ちびっこきかんしゃだい
じょうぶ』（小さな機関車が子どもたちにお
もちゃやお菓子を届けるためにひたむきに走
り続けるという内容）の機関車のようでし
た」と、2006年からエンティビオの開発プロ
グラムに携わってきた、クリニカルオペレー
ションのディレクターであるMark Pattiは振
り返ります。「何かを信じ、絶対に諦めない
と心に決めたときに何が起こるのか。エン
ティビオはそれを示してくれました」

臨床第3相試験は、潰瘍性大腸炎とクローン
病の両疾患に対して評価を実施する、過去最
大規模の炎症性腸疾患プログラムとなりまし
た。2,700人の患者さんを対象に、39カ国
300カ所以上の施設で試験を実施しました。

Markは今でもエンティビオが承認されたとき
のことをよく覚えています。「誰もが大喜び
でした。炎症性腸疾患患者さんの生活がどの
ようなものかを、私たちは患者さんから直接
聞き、実際に目にしていました。そのおかげ
で困難の中でも、自分たちが何に取り組み、
何を目指しているのかを常に意識することが
できていました」と、Markは話します。「だ
からこそ私は、17年にもわたってエンティビ
オに携わり続けているのです」 
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世界中の患者さんのもとへ
私たちはより多くの患者さん、特に十分
な医療を受けられない地域の患者さん
に、エンティビオをお届けするため、さ
まざまな取り組みを行っています。

発展途上国の人々の収入は増加している
ものの、革新的な医薬品を利用するに
は、その薬価がまだ大きな障壁になって
います。この問題に最も効果的かつ持続
的に対応するための解決策は国の償還制
度ですが、一部の国では実現までに何年
もかかってしまう現実があります。

そのギャップを補うため、私たちは画期
的な施策を数々導入しています。その一
例が、段階的な価格設定です。これは、
各国の経済状況やその他の要素に応じて
価格を調整するしくみです。また、さま
ざまな不確実性に備えたいという健康保
険事業の運営主体（保険者）や医療従事
者の皆さんのニーズに応えるため、医療価
値に基づく価格設定も実施しています。

さらに、私たちが提供する革新的な医薬品
へのアクセスが難しい患者さんのための
患者支援プログラムも立ち上げました1。患
者さんの支払い能力に基づく支援プログ
ラムを通じて、2020年以降、13の低・中
所得国および医療制度が発展中の国で、
本来はその費用を賄うことが難しかった
1,800人以上の患者さんにエンティビオを
お届けしています。

医薬品へのアクセスに対する障壁は、個
人の経済的な理由以上のものがあり、官
民を問わずさまざまなパートナーと協力
して医療制度の強化にも取り組んでいま
す。例えば2023年には、インドネシアの
ジャカルタにある病院と協力して、医療
従事者向けに、炎症性腸疾患の診断、管
理、患者さんの支援に関する情報共有を
実施しました。その病院は今、インドネ
シア初の炎症性腸疾患センターとなり、
ジャカルタおよび周辺地域の患者さんを
支援しています。

タケダの医薬品アクセスに関する見解に
ついては、こちらをご覧ください。

社内外のパートナーと協力して、
持続可能な供給を
光工場でのエンティビオ静脈注の製造や
リンツ製造施設のように、エンティビオ
を安定的に生産するには、大規模な投資
が必要です。

これから2年かけて、約1億ユーロの投資
を行いオーストリアのリンツにある製造
施設のエンティビオSCの製造能力を拡大
していきます。例えば、新しいシリンジ
生産ラインを立ち上げます。この生産ラ
インは、エンティビオの世界各地への供
給に大きく貢献することが見込まれてい
ます。またこの製造施設は、エンティビ
オSCの充填済みシリンジおよび充填済み
ペンの組み立て、包装、機能性テスト、
出荷も一貫して担い、持続可能な供給を
支えています。

安定供給と環境負荷低減の両立

私たちは、患者さんのニーズの高まりに応えるための製造能力の拡
大と並行して、環境負荷軽減の革新的な取り組みも実施していま
す。例えば、米国ミネソタ州ブルックリンパークの製造施設では、
冷却システムの最適化により年間で18万9,000キロワットの電力使
用量を削減しました。また、ボイラーで使用する水の量を最適化す
る取り組みでは、年間で約14万5,000リットルを節水できる見込み
です。エンティビオSCにおいても、新しいマルチパックによる包
装を導入しました。これにより、使用する箱の量を年間で約70％、
添付文書の量を年間で約50％、削減できると推定されています。こ
うした取り組みは、資源の保全と廃棄物の削減につながるだけでな
く、二酸化炭素排出量の削減にも寄与します。

年間優秀施設賞を受賞

タケダは、国際製薬技術協会
（International Society for  

Pharmaceutical Engineering 

:  I S P E )  に よ る 2 0 2 4 年 の
年 間 優 秀 施 設 賞 （ F a c i l i t y  

o f  t h e  Y e a r  A w a r d s  :  

FOYA) を「製造オペレーション 

(Operations)」カテゴリーで受
賞しました。オーストリアのリ
ンツにある製造施設において、
エンティビオSC製剤用のプレ
フィルドシリンジ充填ラインの
プロセスパフォーマンス適格性
確認（PPQ）時間を50％短縮す
ることに成功したことを評価さ
れました。PPQ時間の短縮によ
り、より短期間でより多くの製
品を柔軟に市場に供給すること
が可能になります。 

1 日本においては導入されていない制度です。 
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患者さんを支える人たちと共に
患者さんが求めているのは、必ずしも有
効な治療選択肢だけではありません。患
者さんの暮らしを豊かにするためには、
それ以外のさまざまなニーズを理解する
必要があります。例えば、健康的な食生
活の維持や、炎症性腸疾患の症状を引き
起こす可能性の少ない食事の選択肢をも
つことなどです。

2023年、ホテル「ハイアットリージェ
ンシー 東京」のシェフと一緒に、食事制
限がある炎症性腸疾患の患者さんにも楽
しんでいただける特別レシピの開発に取
り組みました。そして、炎症性腸疾患に
詳しい管理栄養士の監修のもと、「パー
ティプレート with IBD」と名付けられた
宅配プレートが誕生しました。

美味しさを世界へ： 「パーティプレート with IBD」
は、食事制限があるために外食が難しい方々にも食事
を楽しんでいただけるように開発された低脂肪のレシ
ピです。食物繊維や刺激物にも配慮しているため、炎
症性腸疾患の患者さんにも安心してお召し上がりいた
だけます。タケダでは、中国でも同様の取り組みを進
めるなど、世界中の食の専門家と協力しています。

患者さんの生活を疑似体験する

炎症性腸疾患の患者さんの生活がどのようなものかは、経験のない人にはな
かなか理解できないものです。そこでタケダでは「In Their Shoes（相手
の立場に立って）」というアプリを開発しました。これは、2日間にわたっ
て炎症性腸疾患の患者さんの生活を疑似体験するアプリで、参加者は炎症性
腸疾患を抱えて暮らすことがどのようなものなのかを追体験することができ
ます。炎症性腸疾患の患者さんが抱える困難を理解するため、レシピの開発
に携わったシェフもこのアプリで追体験をしました。

「今回のレシピ開発プロジェクトを通じて、炎症性腸疾患の患者さんが受け
る制約が、肉体的にも精神的にも想像以上に大変ということを知りました」
と、総料理長の岡本 省三さんは話します。

宴会料理長の星野 勝明さんは、「当初の想定とはまったく異なる料理に
なったものもありますが、何度も試作を重ね、炎症性腸疾患の患者さん
の食卓と人生に彩を添えられるようなプレートに仕上がりました」と述
べています。

今後の展望
現在の治療法により、世界中に何百万人
といる炎症性腸疾患の患者さんの負担は
軽減されていますが、私たちはこれから
も技術革新を続けていきます。満たされ
ていないニーズが存在する限り、タケダ
の研究者は炎症性腸疾患をより効果的に
制御できる新しい治療法や薬剤の組み合
わせを模索し続けます。また、いまだ満
たされない大きなニーズを持つ慢性回腸
嚢炎など、他の疾患においても可能性を
探っています。

「私たちにはまだまだやるべきことがあ
ります。すべての炎症性腸疾患の患者さ
んのニーズが満たされるまで、患者さん
のために挑戦し続けます」と、エンティ
ビオのグローバル メディカル リードを務
めるShashi Adsulは述べています。 
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地域と世界の 
医療ニーズに 
貢献すること70年

私たちが患者さんの期待に応えるため
に取り組んでいることは、暮らしを豊か
にする革新的な治療薬やワクチンを研究
開発することにとどまりません。患者さ
んが必要なときに必要な治療を受けられ
るよう、世界中の製造施設にて24時間
365日体制で高品質の医薬品を製造して
います。2023年には、2つの製造施設が
70周年を迎えました。これらの製造施設
は、長年にわたり患者さん、従業員、地
域社会にとって価値のある貢献をしてき
ました。

歴史ある製造施設に最新の技術を
取り入れる
70周年を迎えたのは、米国のロサンゼ
ルス製造施設と、オーストリアのウィー
ン製造施設です。どちらを訪れても、一
見、70年前から続く製造施設とは思えな
いでしょう。70年前といえば、米国の医
学者であるジョナス・ソーク博士がポリ
オワクチンの開発に取り組み、世の中に
カラーテレビが登場した時代です。

これらの製造施設には、最先端のテクノ
ロジー設備があふれています。製造担当
者は仮想現実（VR）ゴーグルを着用して
業務を行い、技術者は拡張現実（AR）や
ロボットを活用したり、製造に使用する
タンクの衛生管理にドローンを取り入れ
たりしています。建物の外では、太陽光
発電パネルから再生可能エネルギーを供
給しています。

最先端の技術を活用する両製造施設で、
70年間変わらなかったこともあります。
それは、質の高い医薬品を途切れることな
く供給し続けるという真摯な姿勢です。

確かな貢献
「患者さんは私たちを頼りにしてくれて
います。ここで製造している医薬品以外
に治療方法がない患者さんも多くいま
す」と、ウィーン製造施設長を務める  

Maria Löflundは言います。「私たちに
は、患者さんの暮らしを豊かにするとい
う、重要な使命があります」

この使命を象徴する出来事がありまし
た。ある日、ウィーンのサプライチェー
ンチームのもとに、アイルランドの病院
から急を要する連絡が届きました。12歳
の患者さんが敗血症という、感染症に適
切に反応しない重篤な状態で点滴を受け
ていました。そして、この患者さんを救
うためにCEPROTINが今すぐ必要だとい
うことを伝えられました。

CEPROTINは、このウィーンの製造施設
で製造し包装されている血漿分画製剤で
す。この製品は重症先天性プロテインC欠
乏症に伴う極めて希少な疾患の治療に使
用されています。ウィーンの製造施設で
は、このように一刻を争う事態において
は、規制当局によって定義されていると
ころの「救急救命出荷」が発動されます。

指示を受け取るとチームは最優先で対応を
始めました。そして、出荷までに通常は数

｢私たちには、患者さんの暮らしを豊かにするという、重要な使命があります」 

Maria Löflund
ウィーン製造施設長 
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ウ ィ ー ン
オーストリア

タケダ

最大の製造拠点
面積は

14万平方メートル
（テニスコート約70面分）

17の血漿分画製剤を含む 

24の製品を
100カ国以上の患者さんに 

向けて供給 
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｢この成長の一翼を担えていることも、より多くの患者
さんの健康に貢献できていることも、私にとって大変
誇らしいことです」 

Lambert Petz 
人材開発プログラム マネジャー

週間かかるプロセスを数日で完了させ、
無事にその患者さんは回復しました。

ウィーンの製造施設で製造している医薬
品は、CEPROTINを含め20製品以上あり
ます。そのうち17の血漿分画製剤は、世
界的にも製造が難しいとされています。
これらの製品の製造工程は血漿の収集か
ら始まり、出荷までに7～12カ月かかり
ます。革新的な医薬品の需要が拡大を続
ける中、ウィーンの製造施設はその需要
を満たすための大きな一助となってい
ます。

「私がここで働き始めた頃、血漿の処理
量は週に約6,000リットルでした」と、
1978年に研究室の職員として入社し、
現在は人材開発プログラムのマネジャー
を務めるLambert Petzは述べています。
「それが現在では、1日に1万リットル以
上を処理するまでになりました。この成長
の一翼を担えていることも、より多くの患
者さんの健康に貢献できていることも、私
にとって大変誇らしいことです」 
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バイオ医薬品をウイルスから守る
ウィーンの製造施設は、グローバル ク
オリティ部門に属する病原体安全管理
（GPS）チームの拠点でもあります。こ
のチームは、患者さんの安全性を守る上
で重要な役割を果たします。GPSチーム
は、血漿や細胞培養培地などをウイルス
感染から守るという点で、なくてはなら
ない存在です。

血漿分画製剤や、ワクチンなどのバイオ
医薬品を開発するときには、GPSチーム
が研究チームや製造チームと密接に連携
し、血漿や生物由来物質を製品化する際
にウイルスや病原体が入り込んでも、そ
れらを検出し、不活化または排除するプ
ロセスを構築します。その上で厳格な試
験を実施し、その製品の製造承認を取得
するのに必要な高い安全基準を満たして
いることを確認します。タケダのバイオ
医薬品は、それが世界のどこで製造した
ものであっても、すべての製造ロットを
ウィーンの製造施設内の研究室で試験し
ます。

しかし、それで終わりではありません。
世界のどこかで新しいウイルスが発見さ
れれば、GPSチームが試験を実施し、既
存の製造プロセスでそのウイルスを不活
化または排除できるか確かめます。例え
ば、2019年の終わりに流行が始まった新
型コロナウイルス（COVID-19）につい
ても試験を実施し、患者さんがタケダの
製品を使用しても安全性にリスクがない
ことを確認しました。

「患者さんの安全は私たちの仕事にか
かっています。特にそれが免疫不全の患
者さんであれば、なおさらです」と、
同チームでグローバルヘッドを務める  

Thomas R Kreilは述べています。「私た
ちは、患者さんに安心を提供しているの
です」

従業員の安全を守る
GPSチームでは、70人の従業員が世界
でも特に危険な生ウイルスを扱っていま
す。この研究室では厳格な安全性基準を
設けており、気圧は周囲より低い陰圧に
設定し、全身防護服の着用を義務付け、
さらには高効率の粒子ろ過を用いて従業
員と環境の安全に配慮した空気を送り出
しています。

｢患者さんの安全は私たちの仕事にかかってい
ます。特にそれが免疫不全の患者さんであれ
ば、なおさらです。私たちは、患者さんに安
心を提供しているのです」 

Thomas R Kreil 
病原体安全管理チーム グローバルヘッド 
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インクルーシブな職場を実現する

Evgenia “Evi” Guenovaは、MyAbilityと
いうプログラムを通じてタケダを見つけま
した。これは、障がいを持つ人々とウィー
ンのさまざまな企業との橋渡しを行うプロ
グラムです。重度の難聴を抱える彼女がタ
ケダで働くことに興味を持ったのは、イン
クルーシブな職場環境をつくろうとする私
たちの強い決意を知ったからでした。その
決意が本物であることも、Eviはすぐに分
かりました。

「上司も同僚も、聴覚障がいがある人と
関わったことはありませんでしたが、
あっという間に慣れてくれました」と、
Eviは振り返ります。「私たちはどちら
も根気強くお互いを理解しようとしまし
た。そうして理想的な関係を育んでいく
ことができました。楽しくて素敵な仲間
がいること。それが今の仕事で最も素晴
らしいところです」

微生物学研究室の技術員であるEviは、従
業員ネットワーク「EnAbles」の一員で
もあります。月に一度、障がいを持つ他
の従業員と会議を行い、それぞれの体験
を共有したり、より良い職場にするため
のアイディアを出し合ったりしています。

「タケダには、常に物事をより良くして
いこうとする姿勢があり、それは事業に
対してだけでなく、人に対しても同様で
す」と、Eviは語ります。「多様性を積極
的に推進し、私たちの声に耳を傾け、改善
を続けていこうと、常に努力しています」 
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ロサンゼルス製造施設での日々を振り返る

｢振り返ってみると、この施設は常に 

改善と試行錯誤を繰り返していまし
た。私たちは、変化していくこと、改善
していくことを決してやめません」 

Robert Clayton
シニア サプライチェーン スペシャリスト 

（2023年に勤続38年）

｢ここで働く日々は本当に楽しいです。
チームメンバーはまるで家族のよう
なものです。私にとってここ以外の
職場は考えられません」 

Kevin Tippens
製造技術者 

（まもなく勤続40年）

ロ サ ン ゼ ル ス
米国カリフォルニア州

面積は

13万8,000
平方メートル 

7つの製品を
75カ国以上の患者さんに 

向けて供給 

1 Infant Botulism Treatment and Prevention Program. 

ロサンゼルスの製造施設もまた、患者さ
んに大きく貢献しています。

ある日、「私たちのような家族に希望と
安心感を与えてくれて、ありがとう」と
いうメッセージが届きました。これは、 

BabyBIG®（ヒトボツリヌス免疫グロブ
リン静注薬）について書かれたもので
す。私たちはBabyBIGのスポンサーであ
りライセンス保持者であるカリフォルニ
ア州公衆衛生局（CDPH）との提携の下、
この製品を製造しています。

BabyBIGは、米国FDAが承認した、ボツ
リヌス毒素A型およびB型によって引き起
こされる重篤な疾患である乳児ボツリヌ
ス症の治療薬として唯一の選択肢です。
米国で乳児ボツリヌス症が発生するケー
スはおおよそ150～180件ほどです。その
ためロサンゼルスの製造施設では、5年に
一度、BabyBIGを1ロットだけ製造して
います。そしてタケダが非営利で製造し
たこの製品を、CDPHが全米に非営利で患
者さんにお届けしています。

2003年以来、米国でBabyBIGを使用し
た乳児ボツリヌス症の患者さんは2,100
人以上に上っています。これにより、合
計で128年分以上の入院が回避され、1億
7,400万ドル以上の病院にかかわる費用
を節約できました¹。平均して、BabyBIG
で治療を受けた乳児ボツリヌス症患者さ
んは入院期間を約3.5週間短縮し、患者さ
ん一人当たり9万4,000ドル以上の病院に
かかわる費用を節約しています1。 
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温室効果ガス排出量削減と水資源
の保全に向けた協力体制
ここまで成長を続けてきた2つの製造施設
は、常に環境にも配慮してきました。

「私たちは、環境への影響を最小限に抑え
ながら、世界中の患者さんにできるだけ多
くの製品をお届けしようとしています」
と、ウィーンの製造施設の環境・労働安
全（EHS）、エシックス＆コンプライア
ンスの責任者であるChristian Buglは述べ
ています。

ウィーンの製造施設は、資源保全におい
て先頭に立っている拠点でもあります。
2007年以降、100％再生可能エネルギー
で運営しており、さらにエネルギーと水
の使用、廃棄物を削減する取り組みも50
以上実施しています。

こうした取り組みを前進させていくに
は、さまざまな協力関係が不可欠です。
そこで官民連携を通じ、CO2排出量の多
い天然ガスではなく、ヒートポンプを
使って生み出された蒸気を利用すること
で、温室効果ガスの排出量を削減するた
めのプロジェクトも進めています。この
画期的なプロジェクトは、オーストリア
技術研究所（AIT：Austrian Institute of 
Technology）および蒸気ポンプメーカー
のSustainable Process Heat GmbHと
一緒に実施しています。これにより、実
際の産業分野で初めて、天然ガスを使用
せず100％自然冷媒で作動する蒸気発生
ヒートポンプが導入されることになりま
す。このプロジェクトは、2023年にドバ
イで開催されたCOP28にて「Net-Zero 

Industries Award」も受賞しています。

｢これまで70年以上変わらず、私たちは患者さんの健康とウェルビーイン
グを願い尽力してきました。この患者さんを思う気持ちこそが、私たちが
進化し続け、約束を果たす原動力となっています」 

Babak Haghiri
ロサンゼルス製造施設長

ロサンゼルスの製造施設も前進を続けて
います。2023年には、燃料電池、太陽光
発電、さらには電池パックを使用したエ
ネルギー貯蔵を導入しました。

さらに、世界資源研究所の調査による
と、この製造施設は水が枯渇するリスク
の高い地域にあるため、水資源の保全に
も注力しています。冷却塔には、逆浸透
処理を行った廃水を用いることで、年間
1,400万リットルの真水利用を削減して
います。これは、ロサンゼルスの55世帯
分の年間真水使用量に相当します。こう
した努力が認められ、2023年にはロサ
ンゼルス市水道電力局より、水の管理お
よび保全に関するトップ・リーダーシッ
プ・アワードが授与されました。

「私たちにはこの製造施設を守っていく
責任があります」と、ロサンゼルス製造
施設でEHSのヘッドを務めるAngelica  

Navaは言います。「現在私たちがここで
製品を製造できるのも、先人たちが資源
を守る努力をしてくれたからです。私た
ちも同じことをこれからの世代のために
行っていきます」

今後の展望
医薬品の供給によって人々の命を救う。
従業員が有意義でやりがいのあるキャリ
アを形成できるよう支援する。未来のた
めに地域の資源を保全する。70年間にわ
たってさまざまな変化を乗り越えてきた2
つの工場は、これからもこうした重要な
役割を果たし続けます。 
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2023年度財務実績

2023年度において、売上収益は、恒常
為替レート（CER）ベースで+1.5％成
長し、4兆2,638億円（282億米ドル1）
となりました。Core営業利益は、利益率
の高い製品の独占販売期間満了による影
響、為替のマイナス影響、ならびに研究
開発およびデータ・デジタル＆テクノロ
ジー（DD&T）への継続的な投資を反映
し、1兆549億円（70億米ドル1）となり
CERベースで13.3％減少しました。Core 

EPS（一株当たり利益）はCERベースで
15.7％減少し、484円となりました。

売上収益を牽引したのは、堅調に成長を
続けている成長製品・新製品でした（詳
細は51ページをご覧ください）。これら

2023年度の業績
（億円、パーセンテージおよび一株当たりの数値を除く）

2022年度 2023年度 対前年度

国際会計基準（IFRS）に準拠した財務指標 実勢レートベース 
増減率

CERベース 
増減率5

売上収益 40,275 42,638 +5.9% +1.5% 

営業利益 4,905 2,141 △56.4% △50.3% 

営業利益率 12.2% 5.0% △7.2pp △6.2pp 

当期利益 3,170 1,441 △54.6% △57.0% 

EPS（円） 204 92 △54.9% △57.3% 

国際会計基準（IFRS）に準拠しない 

財務指標2,3 

Core売上収益 40,275 42,638 +5.9% +1.5% 

Core営業利益 11,884 10,549 △11.2% △13.3% 

Core営業利益率 29.5% 24.7% △4.8pp △4.3pp 

Core当期利益 8,664 7,568 △12.6% △15.0% 

Core EPS（円） 558 484 △13.4% △15.7% 

キャッシュ・フローと配当金

営業活動によるキャッシュ・フロー 9,772 7,163 △26.7% 

フリー・キャッシュ・フロー4 4,462 2,834 △36.5% 

一株当たり配当金（円） 180 188 +4.4% 

レバレッジ

純有利子負債 37,161 40,913 

調整後EBITDA（過去12カ月） 14,218 13,199 

純有利子負債/調整後EBITDA倍率 2.6x 3.1x 

の製品がCERベースで対前年+12.8％成
長し、売上収益全体に占める割合は43％
となり、米国でのバイバンス®（国内製品
名：ビバンセ）（一般名：リスデキサン
フェタミンメシル酸塩）や日本でのアジ
ルバ®（一般名：アジルサルタン）の後発
品参入を含む独占販売期間満了による大
幅なマイナス影響を軽減しました。

フリー・キャッシュ・フローは、Core
営業利益の減少、訴訟関連の支出、事
業開発のための支出を反映し、2,834億
円となりました。純有利子負債/調整後
EBITDA倍率は、2024年3月31日時点で
3.1倍でした。

注釈は53ページをご覧ください。 
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ビジネス領域 成長製品・新製品 適応症
売上収益  
（億円）

CERベース  
増減率5

消化器系疾患

中等症から重症の潰瘍性大腸炎またはクローン病 8,009 +6.6%

難治性のクローン病に伴う複雑痔瘻 35 +18.2%

好酸球性食道炎 2 新製品

希少疾患

遺伝性血管性浮腫（HAE）の発作の予防 1,787 +11.6%

移植後の難治性/治療抵抗性（無しも含む） 
サイトメガロウイルス感染 191 +68.7%

先天性血栓性血小板減少性紫斑病 非開示 新製品

血漿分画製剤 
（免疫疾患）

原発性免疫不全症（PID）、続発性免疫不全症（SID）、 
多巣性運動ニューロパチー（MMN） 6,446 +16.8%

血液量減少症、低アルブミン血症、 
心肺バイパス手術時の使用、新生児溶血性疾患 1,340 +5.9%

オンコロジー

ALK陽性の非小細胞肺がん（NSCLC） 285 +35.3%

EGFR エクソン20挿入変異を有する非小細胞肺がん
（セカンドライン以降） 35 △10.9%

転移性大腸がん 101 新製品

その他 デング熱ウイルス感染症の予防 96 +9,832.1%

成長製品・新製品
2023年度、成長製品・新製品の売上収
益は1兆8,330億円にのぼり、タケダ全体
の売上収益に占める割合は43％となりま
した。

昨年度比増分は2,971億円で、CERベース
で+12.8％成長しています。

注釈は53ページをご覧ください。 
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2024年度は、利益率の高いバイバンス
の米国における独占販売期間満了による
大幅なマイナス影響は受ける最後の年に
なる見込みです。成長製品・新製品につ
いては、2024年度もCERベースで二桁％
台の成長を予想しており、後発品参入に
よる影響の大部分を軽減するものと考え
ています。CERベースの対前年増減率と
して、売上収益は横ばいからやや減少、
Core営業利益は約10％の減少、Core  

EPSは10％台半ばの減少を予想してい
ます。

大きな価値をもたらす可能性のある臨床
第3相段階のパイプラインが2024年度は
最大6つとなる見通しです。2024年度は
研究開発費をやや増加させるものの、厳
格な優先順位付けを行うことで研究開発
費の増加を抑えつつ、これらの後期開発
プログラムを前進させていきます。2024
年度も減益を予想していますが、2025年
度以降は売上収益と利益のいずれも成長
軌道に回帰すると見込んでいます。

2025年度からの売上収益・利益の 
成長への回帰に向けて

2024年度業績予想
（億円、パーセンテージおよび一株当たりの数値を除く）

2023年度
実績

2024年度  
公表予想 対前年度

2024年度マネジメントガイダンス  
CERベース増減率5

国際会計基準（IFRS）に準拠した  
財務指標

売上収益 42,638 43,500  +862 +2.0% 

営業利益 2,141 2,250 +109 +5.1% 

当期利益 1,441 580 △861 △59.7% 

EPS（円） 92 37 △55 △60.1% 

国際会計基準（IFRS）に準拠しない 

財務指標2,3 

Core売上収益 42,638 43,500 +862 +2.0% 横ばいからやや減少

Core営業利益 10,549 10,000 △549 △5.2% 約10％の減少

Core EPS（円） 484 431 △53 △10.9% 10％台半ばの減少

キャッシュ・フローと配当金

調整後フリー・キャッシュ・フロー4 2,834 3,500–4,500 

一株当たり配当金（円） 188 196 +8 +4.3% 

注釈は53ページをご覧ください。 
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1 便宜上、1米ドル＝151.22円で計算しています。 

2 当社のIFRSに準拠しない財務指標のさらなる詳細については、当社ウェブサイトのIR情報ページをご参照ください。 
3 Coreベースの業績は、IFRSに準拠して算出される財務ベースの業績から、無形資産償却費および減損損失、その他の営業収益および営業費用、非定常的な事象に基づく影響、企業買収に係る会計処理の影響や買収関連費用など、本業に起因しない（非中核）事象およびこれらの調整項目に係る税金影響を、各勘定科目に該当す

る範囲で調整して算出されます。 

4 当社のフリー・キャッシュ・フローは、営業活動によるキャッシュ・フローから、有形固定資産の取得、無形資産の取得、投資の取得、即時的または一般的な業務用に使用できないすべてのその他の現金を控除し、有形固定資産の売却による収入、投資や事業の売却による収入、売却による現金および現金同等物の純額を加算
し、調整しています。フリー・キャッシュ・フローはIFRSに準拠しない財務指標です。なお、2024年度第１四半期より、(i) 現在のフリー・キャッシュ・フローの名称を「調整後フリー・キャッシュ・フロー」に変更し、(ii) 営業活動によるキャッシュ・フローから有形固定資産の取得に係るキャッシュ・フローを控除したも
のを「フリー・キャッシュ・フロー」として報告いたします。この変更は、フリー・キャッシュ・フローの開示における当社と同業他社との比較可能性を高め、また、当社が提示する指標の性質をより適切に説明することを目的としております。 

5 CER（Constant Exchange Rate：恒常為替レート）ベースの増減は、当年度の財務ベースの業績もしくはCore業績について、前年度に適用した為替レートを用いて換算することにより、前年度との比較において為替影響を控除するものです。なお、超インフレが発生し、IAS第29号「超インフレ経済下における財務報告」が適用
されている子会社の業績については、前年同期の為替レートを用いるCERベースの増減計算において超インフレの影響が増大していることから、2024年度第１四半期より、CERベースの増減調整は行わないこととし、これら子会社に係るCERベースの増減は、IAS第29号「超インフレ経済下における財務報告」に基づき報告さ
れた業績の変動と実質的に変わらないものとします。

2024年度からは、全社的な効率化プロ
グラムを実施し、組織の機動性、調達コ
スト削減、データ・デジタル＆テクノロ
ジー（DD&T）への継続的な投資に注力
していきます。主にこのプログラムに関
連し、2024年度は事業構造再編費用とし
て1,400億円を計上する見込みです。な
お、翌年度以降の事業構造再編費用は減
少する見込みです。

2025年度以降は、成長製品・新製品が牽
引し売上収益成長への回帰を想定してい
ます。加えて、2030年代初頭までは独占
販売期間満了による影響は限定的です。
また、新たに開始する効率化プログラム
により、パイプラインの推進、新製品の
上市、DD&Tにおける能力構築の継続と

いった成長機会にリソースを集中させま
す。これらの取り組みにより、Core営業
利益率30％台前半から半ばという目標に
向け、毎年100-250bpsのCore営業利益
率改善を目指します。

私たちは、革新的な医薬品を創出し続け
るという「私たちが目指す未来」（ビ
ジョン）に基づき、堅実な投資適格格付
を維持することを重視しながら、患者さ
んに持続的な価値を、株主の皆さまには
魅力的なリターンを提供できるよう資本
を配分してまいります。累進配当の方針
と長期的な見通しおよびキャッシュ・フ
ローの創出に対する自信に基づき、2024
年度は一株当たりの年間配当金を188円
から196円へと増配する予定です。

2025年度からの売上収益・利益の成長への回帰に向け、効率化プログラムで利益率の改善を図る

米国におけるVYVANSEの独占販売期間満了による大幅なマイナス影響は、2024年度が最終年度となる見込み

持続的な 
売上収益成長への 

回帰

厳格な優先順位付け
を行いパイプライン

を推進

利益率改善に向けた 
効率化の推進

魅力的な株主還元の 
実現

成長製品・新製品の売上収益
は2023年度も二桁％で 
成長し（CERベース）、 
売上収益全体の約50％を 

占めると想定

VYVANSE以降、 
2030年代初頭まで 

独占販売期間満了による 
影響は限定的*

高い価値を創出する可能性の
ある6つの後期開発品への 

投資のため、パイプラインを
優先順位付け

Core営業利益率の改善目標 
である30％台前半から半ば
の達成に向けて、2025年度
以降、毎年100-250bpsの

改善を実現

強固なキャッシュ・フローの
見通しにより、2024年度は

一株当たり196円の 
年間配当金を予定 

* 2024～2029年度に後発品あるいはバイオシミラーとの競合が想定される主要製品は、2023年度の売上収益全体の10％未満：Gattex 米国（2026年度）、Iclusig 米
国（2026年度）、Trintellix 米国（2026年度）、Vectibix 日本（2026年度）、Vyvanse 欧州（2028年度）、Livtencity 米国（2028年度）、Ninlaro 米国（2029年度）

注：利益率の改善目標は為替レートが一定と仮定 
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免責事項

付録

重要な注意事項
本注意事項において、「本報告書」と
は、本報告書に関して武田薬品工業株式
会社（以下、「武田薬品」）によって説
明又は配布された本書類並びに一切の口
頭の報告書、質疑応答及び書面又は口頭
の資料を意味します。本報告書（それに
関する口頭の説明及び質疑応答を含みま
す）は、いかなる法域においても、いか
なる有価証券の購入、取得、申込み、交
換、売却その他の処分の提案、案内若し
くは勧誘又はいかなる投票若しくは承認
の勧誘のいずれの一部を構成、表明又は
形成するものではなく、またこれを行う
ことを意図しておりません。本報告書に
より株式又は有価証券の募集を公に行う
ものではありません。米国 1933 年証券
法の登録又は登録免除の要 件に基づい
て行うものを除き、米国において有価証
券の募集は行われません。本報告書は、
（投資、取得、処分その他の取引の検討
のためではなく）情報提供のみを目的と
して受領者により使用されるという条件
の下で（受領者に対して提供される追加
情報と共に）提供されております。当該
制限を遵守しなかった場合には、適用の
ある証券法違反となる可能性がありま
す。武田薬品が直接的に、又は間接的に
投資している会社は別々の会社になりま
す。本報告書において、「武田薬品」と
いう用語は、武田薬品及びその子会社全
般を参照するものとして便宜上使われて

いることがあり得ます。同様に、「当社 

（we、us及びour）」という用語は、子
会社全般又はそこで勤務する者を参照し
ていることもあり得ます。これらの用語
は、特定の会社を明らかにすることが有
益な目的を与えない場合に用いられるこ
ともあり得ます。本報告書に記載されて
いる製品名は、武田薬品又は各所有者の
商標又は登録商標です。

将来に関する見通し情報
本報告書及び本報告書に関して配布され
た資料には、武田薬品の見積もり、予
測、目標及び計画を含む武田薬品の将来
の事業、将来のポジション及び業績に関
する将来見通し情報、理念又は見解が
含まれています。将来見通 し情報は、
「目標にする（targets）」、「計画する
（plans）」、「信じる（believes）」、「望む
（hopes）」、「継続する（continues）」、
「 期 待 する（e  x  p  e  c  t  s）」、「めざ す
（aims）」、「意図する（intends）」、
「確実にする（ensure s）」、「だろう
（will）」、「かもしれない（may）」、「す
べきであろう（should）」、「であろう
（would）」、「かもしれない（could）」、
「予想される（ant i c i pa te s）」、「見
込 む（  e s  t  i  m  a  t  e s ）」、「 予 想 す る
（projects）」、「予測する（forecasts）」、
「見通し（outlook）」などの用語若しく
は同様の表現又はそれらの否定表現を含
むことが多いですが、それに限られるも
のではありません。これら将来見通し情
報は、多くの重要な要因に関する前提に
基づいており、実際の結果は、将来見通
し情報において明示又は暗示された将来
の結果とは大きく異なる可能性がありま
す。その重要な要因には、日本及び米国
の一般的な経済条件を含む武田薬品のグ
ローバルな事業を取り巻く経済状況、競
合製品の出現と開発、関連法規の変更、
臨床的成功及び規制当局による判断とそ
の時期の不確実性を含む新製品開発に内
在する困難、新製品及び既存製品の商業
的成功の不確実性、製造における困難又
は遅延、金利及び為替の変動、市場で販
売された製品又は候補製品の安全性又は
有効性に関するクレーム又は懸念、新規
コロナウイルス・パンデミックのような
健康危機、温室効果ガス排出量の削減又

はその他環境目標の達成を可能にする武
田薬品の環境・サステナビリティに対す
る取り組みの成功、人工知能（AI）を
含むデジタル技術の統合をはじめとす
る、業務効率化、生産性向上又はコスト
削減に向けた武田薬品の取り組み、その
他の事業再編に向けた取り組みが、期待
されるベネフィットに寄与する程度、武
田薬品のウェブサイト（https://www. 

takeda.com/jp/investors/sec-filings-
and-security-reports/）又はwww.sec.
govにおいて閲覧可能な米国証券取引委員
会に提出したForm 20-Fによる最新の年
次報告書並びに武田薬品の他の報告書に
おいて特定されたその他の要因が含まれ
ます。武田薬品は、法律や証券取引所の
規則により要請される場合を除き、本報
告書に含まれる、又は武田薬品が提示す
るいかなる将来見通し情報を更新する義
務を負うものではありません。過去の実
績は将来の経営結果の指針とはならず、
また、本報告書における武田薬品の経営
結果及び情報は武田薬品の将来の経営結
果を示すものではなく、また、その予
測、予想、保証又は見積もりではありま
せん。 
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財務情報及び国際会計基準に 
準拠しない財務指標
武田薬品の財務諸表は、国際会計基準
（以下、「IFRS」）に基づいて作成さ
れております。本報告書及び本報告書に
関して配布された資料には、Core売上収
益、Core営業利益、Core当期利益、Core 

EPS、CER（Constant Exchange Rate
：恒常為替レート）ベースの増減、純有
利子負債、EBITDA、調整後EBITDA、
フリー・キャッシュ・フローのように、
IFRSに準拠しない財務指標が含まれてい
ます。当社経営陣は業績評価並びに経営
及び投資判断を、IFRS及び本報告書に含
まれるIFRSに準拠しない財務指標に基づ
いて行っています。IFRSに準拠しない
財務指標においては、最も良く対応する
IFRS財務指標では含まれることとなる、
又は異なる数値となる一定の利益、コス
ト及びキャッシュ・フロー項目を除外し
て おります。IFRSに準拠しない財務指標
は、IFRSに準拠するものではなく、付加
的なものであり、また、IFRSに準拠する
財務指標に代替するものではありません
（IFRSに準拠する財務指標を「財務ベー
ス」指標として参照している場合があり
ます）。投資家の皆様におかれまして
は、IFRSに準拠しない財務指標につき、
その定義と、これらに最も良く対応する
IFRS準拠財務指標をご参照くださいます
ようお願い申しあげます。なお、2024年
6月30日に終了する四半期より、武田薬
品は(i) 超インフレ国にある子会社の業績
に対するCER調整方法を変更し、IAS第
29号「ハイパーインフレ経済における財
務報告」と整合した業績で報告するとと
もに、(ii) 現在のフリー・キャッシュ・フ
ローを「調整後フリー・キャッシュ・フ
ロー」へ名称変更いたします（併せて営
業活動によるキャッシュ・フローから有

形固定資産の取得に係るキャッシュ・フ
ローを控除したものを「フリー・キャッ
シュ・フロー」として報告いたします）。

投資家にとってのコア財務指標の有用性
には、一例として、以下の限界がありま
す。すなわち、(i) 製薬業界における他社
を含む、他社において用いられている類
似の名称を付した財務指標とは必ずしも
同一ではありません、(ii) 無形資産の売却
や償却などの非資金費用の影響を含む、
武田薬品の業績、価値又は将来見通しの
評価において重要とみなされる可能性の
ある財務情報や事象が除外されておりま
す、(iii) 将来にわたって継続的に発生す
る可能性のある項目又は項目の種類が除
外されております（ただし、武田薬品の
方針として、事業運営に必要な経常的に
発生する営業費用の支出については調整
しておりません）、(iv) 投資家が武田薬
品の業績を理解する上で重要とみなす可
能性のあるすべての項目が含まれていな
い、又は、重要とみなさないであろうす
べての項目が除外されていない場合があ
ります。

為替
本報告書では、特に断りのない限り、利
用者の便宜のために、日本円で表示され
た一部の金額をニューヨーク連邦準備銀
行が2024年3月29日に認定した正午時
点の買値レートである1米ドル＝151.22
円で米ドルに換算しています。これらの
便宜的な換算に使用された買値レート及
び換算方法は、当社の連結財務諸表に使
用されるIFRSの換算レート及び換算方
法とは異なります。これらの便宜的な換
算は、関連する日本円の金額が当該買値
レート又は他のレートで米ドルに換算さ
れうることを示すものではありません。

医療情報
本報告書には、製品に関する情報が含ま
れておりますが、それらの製品は、すべ
ての国で発売されているものではなく、
また国によって異なる商標、効能、用量
等で販売されている場合もあります。こ
こに記載されている情報は、開発品を含
むいかなる医療用医薬品を勧誘、宣伝又
は広告するものではありません。 
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Core財務指標、CERベースの 
増減、フリー・キャッシュ・ 
フローの定義
Core売上収益は、財務ベースの売上収益
から、当社の中核事業の本質的な業績に
関連しない重要性のある売上収益に係る
影響を控除して算出します。 Core営業利
益は、財務ベースの営業利益から、その
他の営業収益及びその他の営業費用、獲
得した資産に係る無形資産償却費及び減
損損失、その他、非資金項目または当社
の中核事業の本質的な業績に関連しない
事象による影響を控除して算出します。 

Core EPSは、財務ベースの当期利益か
ら、Core営業利益の算出において控除
された項目、および特別もしくは非定常
的な事象に基づく影響、または当社の中
核事業の本質的な業績に関連しない事象
による影響を控除して算出します。これ
らには、条件付対価に係る公正価値変動
（時間的価値の変動を含む）影響などが
含まれます。さらに、これらの調整項目
に係る税金影響を控除した後、報告期間
の自己株式控除後の平均発行済株式総数
で除して算出します。 

CER (Constant Exchange Rate：恒
常為替レート)ベースの増減は、当期の財
務ベースの業績もしくはCore業績につい
て、前年同期に適用した為替レートを用
いて換算することにより、前年同期との
比較において為替影響を控除するもので
す。なお、超インフレが発生し、IAS第
29号「超インフレ経済下における財務報
告」が適用されている子会社の業績につ

いては、前年同期の為替レートを用いる
CERベースの増減計算において超インフ
レの影響が増大していることから、2024
年度第１四半期より、CERベースの増減
調整は行わないこととし、これら子会社
に係るCERベースの増減は、IAS第29号
「超インフレ経済下における財務報告」
に基づき報告された業績の変動と実質的
に変わらないものとします。

当社がフリー・キャッシュ・フローをお
示しする理由は、証券アナリスト、投資
家その他の関係者が製薬業界における各
社の評価を行うに際して頻繁に用いられ
る流動性についての同様の指標として、
本指標が投資家の皆様にとって有用であ
ると考えているためです。本指標は、流
動性要件を満たす能力を測り、資本配分
方針をサポートする指標として流動性及
びキャッシュ・フローの評価を行うに際
して、当社の経営陣によっても使用され
ています。また、本指標は、投資家が、
当社の戦略的な買収や事業の売却がどの
ようにキャッシュ・フローや流動性に貢
献するかを理解される上で有用であると
考えています。

当社のフリー・キャッシュ・フローは、
営業活動によるキャッシュ・フローか
ら、有形固定資産の取得、無形資産の取
得、投資の取得及び即時的または一般的
な業務用に使用できないいかなるその他
の現金を控除し、有形固定資産の売却に
よる収入、投資や事業の売却による収
入、売却による現金及び現金同等物の純
額を加算し、算出しています。

フリー・キャッシュ・フローの有用性に
は、一例として、以下の限界がありま
す。すなわち、(i) 製薬業界における他社
を含む、他社において用いられている類
似の名称を付した財務指標との比較可能
性に欠け得るものです、(ii) 当社の、資
本の使用又は配分を必要とする現在及び
将来の契約上その他のコミットメントの
影響は反映されていません、(iii) 投資や
事業の売却による収入、売却による現金
及び現金同等物の純額の加算分は、中核
事業となる継続的な事業からの収入を示
すものではありません。フリー・キャッ
シュ・フローは、IFRSに基づく指標であ
る営業活動によるキャッシュ・フロー及
びその他の流動性指標と切り離して考慮
されてはならず、また、これらの代替と
捉えられてはならないものです。IFRS
に準拠した指標の中で、フリー・キャッ
シュ・フローは営業活動によるキャッ
シュ・フローが最も類似します。なお、
2024年度第１四半期より、(i) 現在のフ
リー・キャッシュ・フローの名称を「調
整後フリー・キャッシュ・フロー」に変
更し、(ii) 営業活動によるキャッシュ・
フローから有形固定資産の取得に係る
キャッシュ・フローを控除したものを
「フリー・キャッシュ・フロー」として
報告いたします。この変更は、フリー・
キャッシュ・フローの開示における当社
と同業他社との比較可能性を高め、ま
た、当社が提示する指標の性質をより適
切に説明することを目的としております。

EBITDA、調整後EBITDA、 
純有利子負債の定義
当社がEBITDA及び調整後EBITDAをお示
しする理由は、これらの指標が証券アナ
リスト、投資家その他の関係者が製薬業
界における各社の評価を行う際に頻繁に
用いられるものであり、有用と考えられ
ることにあります。また、調整後EBITDA
は、変化に富み予測が困難であるが故に
経営とは無関係な諸要素により不透明と
なり、業績に実質的な影響を与え得る、
また、継続的に期間毎の業績を評価する
ことに困難にし得る事業全体の動向を、
投資家の皆様が把握する際に有用と考え
られます。

EBITDA及び調整後EBITDAは、IFRSに
基づく指標である営業利益及び当期利益
等の業績指標と切り離して考慮されては
ならず、また、これらの代替ととらえら
れてはならないものです。これらの指標
は、他社において示されている類似の名
称を付した財務指標との比較可能性に欠
け得ます。

EBITDA及び調整後EBITDAの有益性に
は、一例として、以下の限界がありま
す。すなわち、(i)製薬業界における他
社を含む、他社において用いられている
類似の名称を付した財務指標との比較可
能性に欠け得るものです。また、(ⅱ)業
績評価において重視され得る一定の財務
情報、例えば、企業買収や無形資産の償
却による影響を除外しております。さら
に、(ⅲ)一定期間において継続して生じ
得る一定の事項を除外しており、また、

財務補足資料 
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(ⅳ)投資家において当社の長期的な観点
からの経営には無関係ととらえる事項を
必ずしも除外しておりません。これらの
IFRSに準拠しない財務指標は、IFRSに準
拠する当期利益（損失）と同視してはな
らず、また、これらに代わるものととら
えてはなりません。投資家の皆様におか
れましては、当社の財務諸表全体を把握
し、当社業績、事業価値及び収益予想を
評価する基礎となる指標としてはIFRS準
拠財務指標に依拠し、また、EBITDA及び
調整後EBITDAは補足的な指標として用い
られるようお願い申し上げます。

当社においては、EBITDAは、法人所得
税費用、減価償却費及び償却費、並びに
純支払利息控除前の連結当期利益を指し
ます。また、調整後EBITDAは、減損損
失、その他の営業収益・費用（減価償却
費及び償却費を除く）、金融収益・費用
（純支払利息を除く）、持分法による投
資損益及び企業結合会計影響や取引関連
費用などの当社の中核事業に関連しない
その他の項目を除外するように調整され
たEBITDAを指します。

IFRSに準拠した指標の中では当期利益が
最も類似します。IFRSにおいて最も類似
した指標との照合については、当期利益
からEBITDA/調整後EBITDAへの調整を
ご参照下さい。

純有利子負債
当社が、純有利子負債をお示しする理由
は、当社の経営陣が、当社の現金及び現
金同等物控除後の負債をモニター及び分
析するために本指標を使用し、また当社
のレバレッジをモニターするために本指
標を調整後EBITDAと併せて使用してお
り、投資家の皆様にとって有用であると
考えているためです。また、負債につい

ての同様の指標が、証券アナリスト、投
資家その他の関係者が製薬業界における
各社の評価を行うに際して頻繁に用いら
れるものであると考えています。

当社の純有利子負債は、以下により算出
しています。まず、連結財政状態計算書
に記載されている社債及び借入金の流動
部分と非流動部分合計を計算します。そ
の上で、(i) 期初に残存する外貨建て負債
を直近12か月の期中平均レートを用いて
換算し、報告期間中に計上した新規の外
貨建て負債および償還した既存の外貨建
て負債については対応するスポットレー
トを用いて換算するものであり、当社の
経営陣が当社のレバレッジをモニターす
るために使用する方法論を反映していま
す。また、(ii) S&Pグローバル・レーティ
ング・ジャパンの格付手法に基づく株
式に似た特徴を評価して、S&Pグローバ
ル・レーティング・ジャパンが2019年6
月に発行したハイブリッド債（劣後債）
の元本総額5,000億円に対して、50％
のエクイティクレジットを適用していま
す。この数字から、ワクチン運営および
売上債権の売却プログラムに関係して当
社が第三者に代わり一時的に保有してい
た現金を除いた現金及び現金同等物、お
よびその他の金融資産に計上され公正価
値ヒエラルキーのレベル1に区分される債
券投資を控除し、純有利子負債を算出し
ています。純有利子負債の有益性には、
一例として、以下の限界があります。す
なわち、(i) 製薬業界における他社を含
む、他社において用いられている類似の
名称を付した財務指標との比較可能性に
欠け得るものです、(ii) 当社の負債に支払
われる利息の金額を反映していません、 

(iii) 当社の負債に対する当社の前払い能
力又は償還能力の制限を反映していませ
ん、(iv) 当社が現金同等物を現金に換金

する際に、ある通貨から他の通貨に換金
する際に、又は当社グループ内で現金を
移動する際に、当社が負担する可能性の
ある手数料、費用又はその他の費用を反
映していません、(v) 有利子負債には、当
社のローン契約と整合性のある平均為替
レートが適用されますが、これは当社が
ある通貨を他の通貨に換金することがで
きる実際の為替レートを反映していませ
ん、(vi) 当社は合理的であると考えてい
ますが、当社の劣後債の金額はそれらの
負債性に影響を及ぼさないことから、エ
クイティクレジットを反映しています。
純有利子負債は、IFRSに基づく指標であ
る社債、借入金及びその他の負債指標と
切り離して考慮されてはならず、また、
これらの代替ととらえられてはならない
ものです。

IFRSに準拠した指標の中で、純有利子
負債は社債と借入金が最も類似します。
IFRSにおいて最も類似した指標との照
合については、純有利子負債/調整後
EBITDAをご参照下さい。 
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本報告書について

本報告書は、2023年度におけるタケダの
財務および非財務情報の概要を記載した
ものです。当社のステークホルダーや事
業活動を行っている地域社会にとって特
に重要と考えるサステナビリティに関す
る取り組みを紹介しています。本報告書
の内容には、武田薬品工業株式会社およ
びその連結子会社の事業が含まれていま
す。報告対象期間は2023年度（2023年4
月1日～2024年3月31日）ですが、2024
年4月1日以降の情報が含まれている場合
があります。

財務データは、特に断りのない限り日本
円で記載されています。また、数値が四
捨五入されている場合や、その四捨五入
された数値でパーセンテージが計算され
ている場合があります。

その他の開示情報

本報告書とは別に、当社は法定開示書類
として金融庁に有価証券報告書、米国証
券取引委員会にForm 20-F年次報告書を
提出しています。これらの法定開示書類
に含まれる財務諸表は、いずれも国際会
計基準審議会が公表する国際会計基準に
基づいて作成しています。

タケダのウェブサイトでは、「サステナ
ビリティ情報開示」と題して任意開示
情報も公開し、適時内容を更新してい
ます。これは、タケダのESG（環境・社
会・ガバナンス）に関する優先事項、取
り組み、データなど、重要な情報を開示
したサイトです。関連リンクを一か所に
まとめているため、知りたい情報を簡単
に探すことができます。こうした情報開
示に際しては、以下のフレームワークお
よび基準を参照しています。 

• 統合報告フレームワーク（IFRS） 

• サステナビリティ会計基準審議会
（SASB）バイオテクノロジー＆製薬サ
ステナビリティ会計基準 

• バイオファーマ投資家向けESGコミュ
ニケーション・ガイダンス 

• 世界経済フォーラムの国際ビジネス協
議会が発行した白書「ステークホル
ダー資本主義を測定する−持続可能な
価値創造のための共通指標と一貫した
報告を目指して」の共通測定基準 

• 国連グローバル・コンパクト
（UNGC）の10原則 

• 気候関連財務情報開示タスクフォース
（TCFD）フレームワーク

タケダのサステナビリティに関する情報
開示サイトからは、以下の内容をご確認
いただけます。 

• 2023年度のサステナビリティに関する
パフォーマンス指標（「すべての患者
さんのために」「ともに働く仲間のた
めに」「いのちを育む地球のために」
「価値に基づくガバナンス」というカ
テゴリーに分類して掲載しています。
各カテゴリーに掲載されている指標は
すべて、以下の文書でご覧いただけ
ます） 

• 2024年ESGデータブック 

• 2024年SASBインデックス報告書 

• 2024年世界経済フォーラムインデック
ス報告書 

• 国連グローバル・コンパクト（UNGC）
インデックス報告書

その他の開示情報については、以下をご
覧ください。

ポジションペーパー

欧州製薬団体連合会（EFPIA）ディスク
ロージャー・コード・レポート

患者団体に関する情報開示

https://assets-dam.takeda.com/image/upload/Global/Investor/ASR/Y2023/J_FY23_ASR.pdf
https://assets-dam.takeda.com/image/upload/Global/Investor/form20-f/J_FY2023_Form_20-F.pdf
https://www.takeda.com/jp/about/corporate-responsibility/corporate-sustainability/sustainability-approach/sustainability-disclosures/
https://www.takeda.com/jp/about/corporate-responsibility/corporate-sustainability/sustainability-approach/sustainability-disclosures/
https://assets-dam.takeda.com/image/upload/Global/Corporate-Responsibility/Corporate-Sustainability/Sustainability-Disclosures/2024/ESG_Metrics_jp.pdf
https://assets-dam.takeda.com/image/upload/Global/Corporate-Responsibility/Corporate-Sustainability/Sustainability-Disclosures/2024/SASB_jp.pdf
https://assets-dam.takeda.com/image/upload/Global/Corporate-Responsibility/Corporate-Sustainability/Sustainability-Disclosures/2024/WEF_jp.pdf
https://assets-dam.takeda.com/image/upload/Global/Corporate-Responsibility/Corporate-Sustainability/Sustainability-Disclosures/2024/WEF_jp.pdf
https://assets-dam.takeda.com/image/upload/Global/Corporate-Responsibility/Corporate-Sustainability/Sustainability-Disclosures/2024/UNGC_jp.pdf
https://assets-dam.takeda.com/image/upload/Global/Corporate-Responsibility/Corporate-Sustainability/Sustainability-Disclosures/2024/UNGC_jp.pdf
https://www.takeda.com/jp/about/corporate-responsibility/positions/
https://www.takeda.com/about/corporate-responsibility/ethics-disclosures/efpia/
https://www.takeda.com/about/corporate-responsibility/ethics-disclosures/efpia/
https://www.takeda.com/about/corporate-responsibility/ethics-disclosures/patient-group-disclosures/
http://takeda.com
http://Addison.com
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